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○企業立地奨励金交付実績

Ⅰ　魅力ある雇用をつくる
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所管課 商工課
財源内訳 国県 市債 その他 一般 125

　商工会議所・商工会の経営指導員による指導を原則6ヵ月以上受けているなど、一定の要件を満たすことで、日本政策
金融公庫から資金を無担保・無保証人・低金利で融資を受ける際に企業が負担する利子の一部を補填した。

〇小規模事業者経営改善資金利子補給補助金

　　（2件、　124,800円）

　　＜内訳＞

　　白河商工会議所　　　2件

事 業 名 企業立地奨励金事業
決算額

事 業 名 小規模企業支援資金融資制度事業
決算額 125 千円

95,018 千円

36,738 千円

取引あっせん
事業

・地域内での企業間取引を活性化するため、取引の仲介を行った。
（相談件数：41件　うち成功38件、不成功3件）

人材育成事業
・しらかわものづくり講習会
（全12講座22日間実施、のべ参加者数：138人）
・小中学生向けものづくり体験事業、ロボットプログラミング教室の開催

【ものづくり講習会】

起業家支援事
業

・インキュベーションマネジャーの資格を有する相談員による、起業・創
業希望者への支援を行った。（セミナー、交流会の開催）

　市内への企業誘致を促進し、産業の振興と雇用機会の拡大を図るため、工場または事業所を新設または増設する事業
者に対して奨励金を交付した。

種類 交付要件 内容

所管課 商工課
財源内訳 国県 市債 その他 一般 36,738

　（一社）産業サポート白河を指定管理者として指定し、企業訪問、関係機関とのネットワーク形成などの産業振興業務及
び中小企業等在職者等に対する人材育成及び起業家支援等の各種事業を実施した。

事業名 事業成果

企業訪問・相
談事業

・県南地域の企業を訪問し、企業情報を収集するとともに、各企業が抱
える課題解決に向けた各種支援を行った。（合計：1,722件　うち来所相
談件数206件　訪問件数1,195件　電話・メール等：321件）

事 業 名 産業プラザ運営事業
決算額

所管課 商工課
財源内訳 国県 市債 その他 3,920 一般 91,098

種　　　類 件　数 交付金額（単位：千円）

立　　地　　奨　　励　　金 6件 91,347

雇　　用　　奨　　励　　金 2件 1,571

立地奨励金 工場等投下固定資本総額5,000万円以
上
工場等用地取得（借地）面積1,000㎡以
上
建築延床面積200㎡以上
用地取得後3年以内に建設を着工　　等

工場等の新設等に係る土地・家屋・償却資産に対する固定
資産税相当額を交付

雇用奨励金
常時雇用居住者1人あたり：10万円（市内）/5万円（市外）を
交付

環境整備奨励金 緑化及び緑地整備事業に要する費用の1/2以内を交付

工業用水道奨励金 工業用水道使用料の1/2相当額を交付

環　境　整　備　奨　励　金 件

工　業　用　水　道　奨　励　金 1件 2,100

合　　　計 9件（実企業数6件） 95,018

資料５
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[主な事業内容と成果]

〇内容

・開催日時：令和5年3月10日（金）

・開催方法：Zoomによるオンライン開催

・参加者数：14人

・プログラム

「身近な不便の解決策を事業化する方法」

「事業を成功させるためのブランドの基礎」
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[主な事業内容と成果]

〇実施内容

・プログラミング講座の実施

・市内高校生と会津大学との交流事業

　実施日：令和4年12月17日

　参加者：市内高校生　計14人
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事 業 名 知的財産活用事業
決算額 101 千円
所管課 商工課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 101

所管課 商工課
財源内訳 国県 6,588 市債 その他 一般 6,890

　特許や商標などの知的財産の保護やその活用を支援する「日本弁理士会」と令和3年3月に協定を締結し、中小企業の
知的財産の権利化・活用に向けた支援を連携して取り組むこととしており、オンラインによる普及・啓発セミナーを開催し
た。

　ふとしたきっかけで思い付いた、身の回りの不便の解決策を形にし、事業化するために
行うべきことについて、実際の例を含めて分かりやすく説明するとともに、技術的なアイデ
アを守る特許制度の基礎を学んだ。

　ブランドとは何かについて説明を受けた上で、いくつかのブランドの成功例を挙げなが
ら、初心者が自社ブランドを扱う上で、そのブランドが商品、サービスに合うか否か、ロゴ
デザインに含めるメッセージなどについて学んだ。 【セミナー開催チラシ】

事 業 名 サテライトオフィスを活用した雇用創出・移住促進事業
決算額 13,478 千円

所管課 商工課
財源内訳 国県 市債 その他 一般 202

　令和3年10月にオープンしたサテライトオフィス＆コワーキングスペース「ラ・クリエーションプラス」への企業誘致と伴走支
援を行うとともに、サテライトオフィス入居企業と地元企業とのビジネスマッチング支援を実施した。

事業名 事業成果

サテライトオ
フィス企業誘
致・企業創業
支援事業

（一社）産業サポート白河に委託し、サテライトオフィス及びコワーキングスペースへの
首都圏からの企業を誘致するにあたり、市の誘致活動支援や誘致企業のスタートアップ
支援などの伴走型支援を行うとともに、誘致企業と地元企業とのビジネスマッチングによ
る
新規事業の創出や人材確保支援を行う体制を整備した。
・サテライトオフィス入居企業数：4室中3社入居

サテライトオ
フィス等誘致支
援事業

サテライトオフィスへの企業誘致に関する専門的なノウハウやネットワークを有する
(株)あわえに委託し、誘致戦略の策定、プレゼン資料及びPR冊子等の作成を行った。
また、地方進出検討企業とのマッチングイベント及び商談会に参加し、企業誘致に向け
た交渉を行った。
・マッチングイベント：令和4年7月7日（木）、令和4年10月13日（木）
・商談会：令和4年7月20日（水）～21日（木）、令和4年10月26日（水）～27日（木）

事 業 名 会津大学産業関連交流事業
決算額 202 千円

　平成30年3月に会津大学との産業振興に関する連結協定を締結し、「地域産業の底上げ」、「産業人材の育成」、「産業
人材確保と創業の推進」を柱に地域の産業振興に向けた取り組みを実施した。

　会津大学の先生を講師として招聘し、子供たちへIT・コンピューター分野に対する興
味・関心を深め、さらに将来の視野を広げるため、白河第五小学校の5、6年生を対象に
プログラミング講座を開催した。

　ITやコンピューター分野に関心を持つ市内の高校生が会津大学を訪問し、同大学の
歴史や入試制度などの説明を受けるとともに、学内見学やプログラミング講座なども受講
し、専門的な知識や技術を学んだ。

【小学校でのプログラミング講座】
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[主な事業内容と成果]

　UIJターン希望者が市内で面接を行う際の交通費に対して補助金を交付した。
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[主な事業内容と成果]
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[主な事業内容と成果]

○女性に寄り添うライフ・ワークサポート事業支援業務委託料　　9,327千円

8

9

7 所管課 商工課
財源内訳 国県 136 市債 その他 一般 232

事 業 名 ＵＩＪターン就活促進事業
決算額 368 千円

　地元企業の人材確保や定住と就職の促進を図るため、首都圏でのイベント参加や大学等への広報を行った。また、UIJ
希望者が市内で面接を行う際の交通費を補助した。

〇大学・支援機関への広報活動

　県内及び首都圏等の大学や専門学校等および移住・交流情報ガーデン、ふるさと福島就職センターなどの支援機関に
対し、市内企業への就職活動に関する情報や交通費補助制度について周知を図った。

〇交通費補助金（19件、177千円）

　申請者
居住地内訳

東京都 関東 東北 県内 その他 合計

2人 6人 1人 0人 7人 15人

〇ＬＩＮＥによる情報発信

　UIJ就職に関する情報発信として、企業合同説明会の開催情報などを毎月発信するとともに、イベント情報なども合わせ
て発信した。

事 業 名 若者Ｕターン・地元定着促進事業
決算額 7,801 千円
所管課 商工課

財源内訳 国県 市債 その他 3,920 一般 3,881

また、小中学生がものづくりに親しみ、実社会で求められる能力・資質を育成するため、ものづくり体験事業やロボットプロ
グラミング教室を開催した。

事 業 名 女性に寄り添うライフ・ワークサポート事業
決算額 9,327 千円
所管課 地域拠点整備室

財源内訳 国県 4,663 市債 その他 一般 4,664

　（一社）産業サポート白河に委託し、企業情報の収集・発信を行い、新規顧客の開拓や若者の地元企業への就職を促進
した。また、平成29年度から県南8町村とも連携し、定住自立圏の枠組みで人材不足対策や人材育成支援を実施した。

〇地元企業の人材不足対策

・企業データーベース整備事業

「しらかわ企業ベーターベース」により、しらかわ地域の企業情報を配信した。（登録企業数：277社）

デジタルサイネージを白河実業高校・塙工業高校・修明高校・光南高校の4校に設置し、新しい情報発信の模索を行っ
た。（紹介動画企業数：23社、1団体）

・合同就職企業説明会

求職者を対象に、同一会場で企業採用担当者と直接話す機会を設け、地元企業への就業を促した。（参加企業19社、参
加者数35人）

〇人材育成支援

製造現場で役立つスキル取得のため、新入社員や管理職を対象とした研修を開催した。（参加者数：計19人）

　複合施設に導入する民間機能については、子育て中の女性をメインとした不安解消・
仲間づくり・就労支援を行う「女性サポートステーション（仮称）」の導入を検討している。
　令和4年度は、導入に向けた実証実験として、託児付きのワークショップやスキルアップ
セミナー、個別就労相談会を開催した。また、短時間勤務とワークシェアリングの仕組み
を取り入れた就労モデルとして、6名の参加者により「育児・家事・仕事」のテーマで「ママ
のための小冊子」を作成した。

【個別就労相談会の様子】 【ワークショップの様子】 【ママのための小冊子-Ripples-】
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[主な事業内容と成果]

〇起業・創業者等支援支援事業

・起業セミナー、創業塾

　起業に向けた計画策定やブランディング、日本政策金融公庫より資金計画のポイントなどの講座を実施した。

〇コワーキングスペース運営業務

〇ふるさとビジネス創業支援補助金

　新たなビジネス及び雇用の創出を図る起業、創業する者が行う事業に要する経費ついて補助を行った。

・補助件数 2件

・補助額 1,480千円
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[主な事業内容と成果]

〇 セミナー「まちの力を育む仕組み「家守」とは」

開 催 日 令和4年10月12日（水）

会 場 白河市立図書館りぶらん　地域交流会議室

参 加 者 数 53人（会場　38人、オンライン　15人）

講 師 小友　康広(㈱花巻家守舎　代表取締役)

大島　芳彦（㈱ブルースタジオ　クリエイティブディレクター）

〇 ワークショップ「家守実践講座」

開 催 日 令和4年10月30日（日）・11月12(土)・13日（日）

会 場 マイタウン白河

参 加 者 数 ワークショップ　24人(5チーム) 

公開プレゼン　27人(22人、オンライン5人)

講 師 大島　芳彦（㈱ブルースタジオ　クリエイティブディレクター）

小友　康広(㈱花巻家守舎　代表取締役)

東海林　諭宣（㈱See Visions　代表取締役）

遠矢　弘毅(㈱北九州家守舎　代表取締役)

財源：地方創生推進交付金（1/2）
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[主な事業内容と成果]

※歴建物件：市指定歴史的風致形成建造物群のこと (単位：千円)

No
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財源：地方創生推進交付金（1/2）
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所管課 商工課
財源内訳 国県 6,889 市債 その他 一般 2,320

事 業 名 創業者支援事業
決算額 9,209 千円

　平成26年10月に総務大臣及び経済産業大臣の認定を受けた「創業支援事業計画」に基づき、商工会議所や産業サ
ポート白河などが実施する特定創業支援事業の側面的支援や起業・創業支援事業に関する情報発信、窓口相談業務を
実施した。

　楽蔵内にある白河市創業者支援施設らくりの円滑な運営や機関紙「らくり瓦版」の発行、利用者と地域住民との交流イベ
ントの開催、SNSを活用した施設のPR及び創業支援情報の発信などを行った。

事 業 名 リノベーションまちづくり推進事業
決算額 5,500 千円
所管課 まちづくり推進課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 5,500

所管課 まちづくり推進課
財源内訳 国県 6,500 市債 その他 一般 6,500

　空き家や空き店舗などの遊休不動産と地域資源を掛け合わせ、エリアの価値の向上につながる新たなビジネスを生み出
すリノベ―ションまちづくりを推進するため、セミナーやワークショップを開催した。

　リノベーションまちづくりの実践者を講師に招き、公民連携のまちづくりを行う
「現代版家守」について学ぶセミナーを開催した。

【セミナーの様子】

　「現代版家守」の考え方を基本とし、各チームが持ち込んだ事業の実現に向け
たワークショップを開催した。講師陣からのレクチャーを受け、最終日には市民に
向けて公開プレゼンテーションを行った。

【公開プレゼンテーションの様子】

事 業 名 空き店舗を活用したまちなか再生支援事業
決算額 13,000 千円

飲食 583             583              

　中心市街地の空き店舗を活用して出店する事業者に対して、改修費などの一部を補助する。令和4年度は7件の新規出
店があった。

【補助内容】

種類 内容 補助率 上限

リノベーション改修支援 リノベーション改修
1/2

歴建物件(※)は
2/3

500万円

まちなかチャレンジ支援
生活関連サービス  2/3 100万円

小売・飲食  2/3 200万円

合　　　計 13,215         13,000          

補助申請者(店舗名) 内容 補助申請額 補助確定額

末廣　景子　(着物リメイクMANA) 小売 815             815              

深澤　南美　(Lilly Nail) 生活関連サービス 817             817              

㈲M.D.とみやま(とみやま食堂) 飲食 2,000           2,000            

鈴木　幸雄　(喫茶青山)

平山　有紀　(夢の照す) 飲食 2,000           2,000            

吉村　晋吾　(にじの木) 飲食 2,000           2,000            

㈲藤田本店　(藤屋蔵) リノベーション改修 5,000           4,785            
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[主な事業内容と成果]
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[主な事業内容と成果]

○支援活動状況

・出店者数 12団体

・ブース来場者数 3人

・出店者数 159団体

・ブース来場者数 14人

・出店者数 21団体

・ブース来場者数 4人

・出店者数 282団体

・ブース来場者数 13人
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[主な事業内容と成果]

○補助実績（経営開始資金）

　・　補助率 県　10/10

　・　補助件数 3件

　・　補助金額 4,500千円

○補助実績（経営発展支援事業）

　・　補助率事業費上限 経営開始資金利用者は500万円、利用者でない場合1,000万円

　・　補助率 国1/2、県1/4

　・　補助件数 2件（コンバイン）

　・　補助金額 8,913千円

13

14

15

事 業 名 女性活躍推進に向けた多様な働き方実現事業
決算額 12,045

第1回 16人 4人 12人 15人 25人 4人

千円
所管課 商工課

財源内訳 国県 6,022 市債 その他 一般 6,023

　少子高齢化や人口減少を背景とした労働者不足の解消及びライフワー
クバランスの向上を図ることを目的に、子育てや在宅介護により働きたく
ても働けない女性などに対し新たな働き方として「クラウドソーシング」の
活用を推進するためのセミナーを開催した。

〇R4年度実績

・第1回：クラウドソーシング認知・導入セミナー（7/15）

・第2回：在宅ワーク入門・実践講座（8/24、25）

・個別フォローアップ（オンライン上での支援を実施） 【セミナー開催】

講座 参加者
オンライン
参加者

当日欠席
男 女 うち市内

千円
所管課 農政課

財源内訳 国県 887 市債 その他 一般 888

第2回 13人 3人 10人 11人 14人 3人

事 業 名 白河の大地が君を待つ！就農全力バックアップ事業
決算額 1,775

ふくしま農業人フェア
（11月12日）

就農希望者を対象としたイベント
への出展（市内）

JOIN移住・交流＆地域おこし
フェア（1月14日）

移住、定住希望者を対象としたイ
ベントへの出展（東京都）

事 業 名 新規就農者育成総合対策事業
決算額 13,423 千円

　新規就農及び移住・定住を促進するため、「就農フェア」へ出展した。また、就農相談体制を充実するため、相談専門員
の賃金を支給した。

支援活動名 概要 実績 備考

マイナビ農林水産FEST
（8月6日）

就農希望者を対象としたイベント
への出展（東京都）

新・農業人フェア
（10月23日）

就農希望者を対象としたイベント
への出展（東京都）

　農業次世代人材投資事業について国が見直し、令和４年度から新たに開始した制度により、50歳未満の独立・自営農
業者（認定新規就農者）を対象に、経営が不安定な初期段階の資金や機械等の導入による経営発展を支援した。

　経営が不安定な初期段階に最長３年にわたり、毎年150万円（夫婦は225万円）を限度として資金を補助する。

　機械・施設等の導入に要する経費を補助し、経営の拡大を支援する。

所管課 農政課
財源内訳 国県 13,423 市債 その他 一般 0

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○補助実績

　・　補助額 定額（1,500千円上限）

　・　補助件数 4件

　・　補助金総額 5,913千円

　・　導入した農業用機械等 トラクター、播種機、畔草刈機、管理機、噴霧器、ブロードキャスタ、

ハウス用資材、ハウス側面電動開閉化工事

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○補助実績

　・　補助額 交通費の1/2（上限20千円）、宿泊費（上限5千円／1日、計30千円）

　・　補助件数 1件（1人）

　・　補助金総額 7千円

　・　補助金総額協力農家報償 5千円（1人分）

　・　補助金総額PRパンフレット制作 22千円

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○　補助実績

　省力・軽労化による規模拡大等に取り組む農業者を支援するため、スマート農業の導入経費の一部を補助した。

　・補助率：1/2、　上限：100万円（事業費500万円未満）又は150万円（事業費500万円以上）

　・対象者：認定農業者、認定新規就農者、農業者で構成する団体

17

18

16 事 業 名 がんばる新規就農者支援事業
決算額 5,913 千円
所管課 農政課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 5,913

　経営が不安定な就農初期段階において、安定的かつ計画的に営農に臨めるよう、青年等就農計画書等で経営規模目
標を達成するために導入すると定めた施設、機械等の導入経費を支援し、新規就農者の定着を図った。

事 業 名 ディスカバリー白河農活事業
決算額 34 千円
所管課 農政課

財源内訳 国県 17 市債 その他 一般 17

　都市部から地方への移住や就農への関心が高まる中、新たな農業の担い手を確保するため、本市での就農イメージを
つかむための就農体験を実施するとともに、参加者に対し交通費や宿泊費の一部を支援した。

事 業 名 スマート農業推進事業（新型コロナウイルス感染症対策事業）
決算額 13,958 千円
所管課 農政課

財源内訳 国県 13,958 市債 その他 一般 0

直進アシスト田植機（密苗） 2 2,000

ICT機能付き乾燥機 2 2,000

GPS機能付き肥料散布機 1 563

対象機械 件数 補助金額（千円）

直進アシスト田植機 4 4,000

密苗用田植え機 2 2,000

ICT機能付きトラクター 1 1,000

食味・収量付コンバイン 1 1,500

農業用ドローン 1 895

合計 14 13,958

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○事業費内訳：　委託料 3,401千円、旅費 251千円、負担金補助及び交付金 1,600千円

○主な実績

・首都圏及び市内において、白河産コシヒカリの販売促進・ＰＲイベントを開催。

・東京都で商談会（第66回インターナショナルプレミアム・インセンティブショー）に出展。白河産コシヒカリの売込みを実施。

・日本橋ふくしま館「MIDETTE」で白河フェアを開催。白河産コシヒカリの販売やライブキッチンを実施。

　併せて、ふくしま県産農産物の安全性をPRし、消費者の風評払拭を図った。

・ECサイトでの通信販売の実施やオンライン上の販売促進キャンペーン参加等、白河産コシヒカリの需要拡大を図った。

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○「農産物ブランド白河しろもの」（委託料ほか　4,669千円）

・候補食品の募集・審査により白金認証1、金認証28、銀認証8、計37品を認証した。

・市民アンケートによる認知度調査や試食による投票イベントを実施した。 【ブランドロゴ】

・法被等のPR用物品、テレビ番組やCM、SNS等を活用しPRを図った。

○　アグリビジネス連携補助金（補助金 456千円）

・補助率：2/3　、補助上限：300千円

・実　績：3件 【白金認証「白河しゅうまい」（王王楼）】

○定住自立圏構想関連事業（事務負担金　63千円）

圏域の生産者向けの6次化商品開発のセミナー「ウィズコロナ／アフターコロナの6次化戦略セミナー」を開催した。

　・開催日：R5.2.22 　・講　師：（株）タンク　代表取締役　増田紀彦　氏 　・参加者：12人

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

敷地造成工事（調整池工）　1式

敷地造成工事（盛土工）　A=4ha

水中ポンプ設置工事　N=2基

電柱移転　N=１式

敷地造成工事（盛土工）　A=2.1ha

排水施設工事　L=62m

19

20

21

　 市産米の安定的な需要確保及び消費拡大を図るため、市産米に触れる機会の創出・誘導を図りながら販売促進や商談活
動を展開するとともに、他の農畜産物や歴史・文化などの地域資源と併せた地域の魅力発信を行った。また、食と放射能に関
する消費者の風評払拭のため、日本橋ふくしま館「MIDETTE」において市産米及び県産農産物の安全性についてPRを行っ
た。

【首都圏での販売促進・PR】 【商談会での商品ＰＲ】 　【日本橋ふくしま館「MIDETTTE」の白河フェア】

事 業 名 白河市産米消費拡大及び魅力発信事業
決算額 5,252 千円
所管課 農政課

財源内訳 国県 1,400 市債 その他 一般 3,852

事 業 名 農畜産物６次化・ブランド化推進事業
決算額 5,188 千円
所管課 農政課

財源内訳 国県 3,860 市債 その他 一般 1,328

所管課 農林整備課
財源内訳 国県 14,080 市債 3,977 その他 3,500 一般 478

　本市への農業進出を計画している農業法人について、地域雇用や栽培技術の提携や販路を共有することで、その効果
を市内に波及させる必要があることから、市が事業主体となり農地造成を実施した。

年度 内　　　　　　容

R2年度

R3年度

R4年度

【農地造成】

　市外、県外でのイベント参加による市内産農畜産物やその加工品の販路
拡大活動に対し、経費の一部を補助した。

事 業 名 農地耕作条件改善事業
決算額 22,035 千円

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○予防接種状況

対象者数 接種者数 対象者数

※対象者は標準的な接種時期で算出しており、転出入の関係もあるため、接種率が100％を超えている部分がある。

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〇すこやか相談 ○発達支援事業

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○フッ化物歯面塗布

（単位：人）

（単位：園、人）

○フッ化物洗口

保育園4園、幼稚園13園、小学校12校、中学校6校で実施した。

Ⅱ　若い世代の活躍を支える

22

24

23

　定期予防接種のほか、定期外予防接種としておたふくかぜ、中学3年生インフルエンザ、妊娠を希望する女性とその配偶
者及び妊婦の配偶者に対する風しん抗体検査及び風しんワクチンの接種費用を助成し、感染症の予防を図った。
　また、緊急風しん対策事業として、昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性に対する風しん抗体検査及び風しん
ワクチン接種費用を助成した。さらに平成26年から子宮頸がん予防ワクチンの積極的勧奨が差し控えられていたが、令和3
年から定期接種対象者に対する接種勧奨を再開した。

（単位：人） （単位：人）

予防接種名 接種率 予防接種名 接種者数 接種率

所管課 健康増進課
財源内訳 国県 6,955 市債 その他

事 業 名 予防接種事業
決算額 166,666 千円

一般 159,711

627 36.5%

麻疹・風疹混合2期 450 420 93.3% 高齢者インフルエンザ 18,041 10,250 56.8%

麻疹・風疹混合1期 353 358 101.4% 高齢者肺炎球菌 1,718

731 9.6%

日本脳炎 3,966 2,118 53.4% ロタウイルス 768 685 89.2%

ＢＣＧ 307 315 102.6% 子宮頸がん予防 7,650

42

小児肺炎球菌 1,274 1,272 99.8% 妊娠希望等風疹抗体検査 49

ヒブ 1,274 1,274 100.0% 妊娠希望等風疹・MR

200 38.0%

二種混合 534 435 81.5% おたふくかぜ 364

四種混合 1,274 1,299 102.0% 中学3年生インフルエンザ 527

所管課 こども支援課
財源内訳 国県

248 3.4%

Ｂ型肝炎 921 931 101.1% 緊急風しん対策MR 295

水痘 706 660 93.5% 緊急風しん対策抗体検査 7,315

8,675

  関係機関連携のもと、生まれてから義務教育終了となる中学校卒業まで、切れ目なく総合的に見守り支援していく白河っ
子応援事業の中核事業である保育園・幼稚園の4歳児を対象とした「すこやか相談会」を実施し、保護者の子育てに関する
悩みや心配事に応じるとともに、その後のフォローアップを行った。
　さらに、ことばや発達の遅れ等に関する育児不安や対応の仕方について、のびのび教室（発達支援教室）及び専門家に
よる発達相談会の開催で早期からの支援の充実に努めた。

（単位：回、人） （単位：回、人）

区分 回数 実施児童数 区分 回数 参加者数

市債 その他 一般

事 業 名 すこやか相談・発達支援事業
決算額 8,675 千円

事 業 名 歯科保健事業
決算額 1,284 千円
所管課 こども支援課

財源内訳 国県

フォローアップ訪問 24 52 発達相談会 12 30

すこやか相談会 42 431 のびのび教室 74 381

3歳児健診 344 19 595

歯科クリニック 338

1歳6か月児健診 327

2歳児健診 314 実施園数 参加園児数

987

　乳幼児期から学童期において、ブラッシング指導やフッ化物を活用し歯質の強化を図りむし歯予防に取り組んだ。

　1歳児健診･1歳6か月児健診・2歳児健診・3歳児健診で実施。2歳児健診でむし歯になる可能性が高く歯科指導が必要と
判断された幼児は、保健センターで実施する歯科クリニックで一人2回実施。それ以外は、白河歯科医師会に委託し、歯科
医療機関で個別に一人1回実施した。

〇幼稚園保育園歯科指導事業

健診名 フッ化物歯面塗布実施数 　歯科衛生士を派遣し、歯の磨き方や6歳臼歯の大切さ、おやつの
食べ方等について指導した。1歳児健診 322

297 市債 その他 一般

歯科医療機関 29

合　　計 1,674

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〈休日当番医受診状況（年間70日）〉 （単位：人）

区　分

小児科

内　科

歯　科

合　計

〈令和4年度実績〉 （単位：日、人） （単位：人） 　診療時間：19：30～21：30

　診療場所：白河厚生総合病院小児科外来

合　計 　診療体制：医師1人及び看護師1人

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○助成実績

○ポスター・チラシ配布先（45か所）

　市内公共施設等　23か所（ワクチン接種会場である国体記念体育館を含む）

　（市役所本庁舎は、デジタルサイネージ）

　市内金融機関・郵便局・JA夢みなみ9店舗及び各支店11か所

　白河医師会・白河地域在宅医療拠点センター

【ポスターA2判とちらしA4判】

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果] 〈歳出決算内訳〉 （単位：千円）

〈利用実績〉

27

26

25
財源内訳 国県 市債 その他

決算額 5,333 千円
所管課 健康増進課

一般 5,333

事 業 名 初期救急医療対策事業

3,252 45.8人 7

727 302 71 75 200 169 1,544

1,491 634 154 112 324 537

○在宅当番医制事業
　白河医師会の協力により、休日に安心して診療を受けられるような医療体制を確保した。
　軽症者の対応を休日当番医が担当することで、重症患者を受入れる二次救急医療にかかる負担軽減に繋がった。

一日
平均

医療機
関数白河市 西郷村 泉崎村 中島村 矢吹町 その他 合計

43

2,347 960 241 194 554 747 5,043

21.7人 26

129 24 16 7 30 41 247 3.5人

事 業 名 医療機関新規開業支援事業
決算額 9,044 千円
所管課 健康増進課

財源内訳 国県

243 191 0.79 2 0 189

○小児平日夜間救急医療事業
　夜間、突然こどもの体の具合が悪くなったときのために、安心して受診できる体制を整備するため、白河医師会・白河
厚生総合病院と協定を結び、「小児平日夜間救急医療事業」を実施した。

〈傷病程度〉

日数 患者数 一日平均 重症 中症 軽症

12,497 千円
所管課 こども支援課

財源内訳 国県 8,330 市債

在宅療養支援診療所の開業 １件 7,000千円　

事 業 名 地域子育て支援拠点事業
決算額

9,044

　市内の医師不足を解消し、市民が安心して暮らせるまちづくりを目的に、診療所を新規開業した際に奨励金交付による支
援を行っている。令和4年度は、医療承継及び在宅療養支援診療所の開業の2件を支援した。
　また、支援制度の周知を図るためにポスターとチラシを作成し、市内各所に配布し掲示を依頼するとともに、地域医療啓
発事業の講話に際して制度の説明を行った。

区分 件数 助成額

医療承継による開業 １件 2,000千円　

市債 その他 一般

（単位：人）

名　　称 場　　所
開催
回数

利用人数

子ども 大人 合計

その他 一般 4,167

　乳幼児とその保護者が気軽に集い、語り合い、交流する場を開設し、子育て
についての相談、子育て情報の提供を行った。

事業内容 事業費

委託料 12,497

388

大信子育て広場 大信保健センター 92 524 408 932

おひさまひろば
マイタウン

280 3,141 3,032 6,173

赤ちゃんひろば 48 193 195

1,790

合　　計 690 5,662 4,974 10,636

赤ちゃんひろば
サンフレッシュ

36 112 114 226

おでかけたんぽぽ 90 1,013 777

【おひさまひろば】

たんぽぽサロン 郭内 144 679 448 1,127

【たんぽぽサロン】

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〈利用実績〉 〈歳出決算内訳〉 （単位：千円）

〈会員登録〉 (単位：人）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〈補助要件〉 〈補助実績〉 (単位：千円）

・月1回以上、1回あたり2時間程度開催

・1回の参加人数（子ども）が概ね5人以上

補助団体等

・ 子育てサポートおもてごう

・ 表郷移動文庫　つくしの会

・

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

＜歳出決算内訳＞

〈利用実績〉

30

29

28 所管課 こども支援課
財源内訳 国県 763

  育児の援助が欲しい方（おねがい会員）と援助ができる方（まかせて会員）が会員となり、互いに助け合う事業。
　小学校6年生までの子どもを養育している方を対象に保育園・幼稚園・児童クラブなどへの送迎、子どもの預かりなどを行う
とともに、「まかせて会員」の養成のための講習会を開催した。

（単位：件）

利用件数 事業内容 事業費

1,520 市債 その他 一般

事 業 名 ファミリーサポートセンター委託事務
決算額 2,283 千円

事 業 名 子育てサロン推進事業
決算額 480 千円
所管課 こども支援課

財源内訳 国県

169 55 1 225

※令和5年3月末日現在 【ファミリーサポートセンター】

513 委託料 2,283

登録人数

おねがい会員 まかせて会員 両方会員 計

　 対象事業
（右記の要件を
すべて満たすこ
と。）

・親子の参加しやすい日時に開催、安全・衛生面に配慮

・育児相談に応じ、助言を行うこと

・政治、宗教、営利活動を目的としない

活動場所 ・公民館、集会所等公共施設、その他市長が認める場所

480

　子育てを楽しめる環境づくりを促進するため、未就学児及びその保護者が気軽に集い交流し、仲間づくりを行う場を運営
する団体に、活動費用の一部を助成した。

対象団体
・市内に活動拠点を置き、組織の運営に関する規則、会
則等を定めている団体

事業内容 事業費

補助金 480

市債 その他 一般

事 業 名 子育て支援アプリ活用事業
決算額 38 千円
所管課 こども支援課

財源内訳 国県

ｍａｍａ’ｐ

補助金額

①週1回以上開催の場合
＊ 「子育てサポートおもてごう」、「表郷移動

文庫　つくしの会」は、2団体で分担して
「表郷子育て広場」を運営している。

　補助対象経費の総額の3/4以内、年額60万円を限度

②月1回以上開催の場合

　1か月当たりの補助金は2万円を限度。次のうち少ない
方の額。　　(1)経費の総額　　　(2)開催回数×1万円

登録者数

38

  スマートフォンやタブレット端末の普及に伴い、平成27年度に独自の子育て支援ア
プリ「ぽっかぽか」を開発し、子育てに関する情報の提供を開始した。
　令和3年度は、同アプリを適切に運用するとともに、母子健康手帳交付時等に、アプ
リの機能紹介を掲載したチラシを配布し、引き続き普及活動を行った。

（単位：千円）

事業内容 事業費

需用費 38

市債 その他 一般

2,517人

※令和5年3月末日現在

【広報チラシ】

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〈助成実績〉 〈補助率〉

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

【利用者数】 （単位：人）

矢吹町

西郷村

泉崎村

中島村

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〈交付実績〉 〈歳出決算内訳〉 （単位：千円）

●　0歳児

交付件数 317件 交付総額

●　1歳児

交付件数 385件 交付総額

●　2歳児

交付件数 288件 交付総額

●　3歳児

交付件数 197件 交付総額

計 760件

33

32

31 所管課 こども支援課
財源内訳 国県 136,942 市債 その他

事 業 名 こども医療費助成事業
決算額 258,946 千円

乳幼児 43,834 90,107,660 乳幼児 県補助金1/2

小学生 34,219 83,892,992 小学1年から3年まで 単独市費

一般 122,004

　出生から18歳に達する日以後の最初の3月31日までの入院及び外来時の医療費（保険診療分一部負担金）の助成を
行った。

（単位：件、千円）

区分 延べ助成件数 助成金額 区分 補助率

16,713 千円
所管課 こども育成課

財源内訳 国県 6,454 市債

合　計 104,098 253,190,809

事 業 名 病児保育事業
決算額

中学生 12,560 35,465,450 小学4年から高校生 県補助金10/10

高校生 13,485 43,724,707

2月 3月 計

白河市 8 2 11 12 20 14

8月 9月 10月 11月 12月 1月

その他 3,672 一般 6,587

　病気または回復期にある保育園等に通園している園児について、集団保育や家庭での保育ができない期間、一時的に
預かり保護者の保育に対する負担軽減を図る。

4月 5月 6月 7月

5 2 0 0 42

内
訳

0 0 4 2

165

他町村 4 2 6 5 1 5 8 4

13 22 15 10 15 23

4 3 2 0 0 17

0 0 8

2 2 0 0 0 1 3

0 1 1 0 0 0

0 0 0 0

17

0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 2 0 0 02 0 2 3 1 3

千円
所管課 こども支援課

財源内訳 国県 市債 その他

23 207

事 業 名 白河っ子すくすく応援クーポン券支給事業
決算額 27,459

19 21 26 20 12 15合計 12 4 17 17 21

8,516,000円

5,763,000円

29,776,000円

【クーポン券見本】

9,180,000円 需用費 1,042

扶助費 26,417

6,317,000円 合計 27,459

一般 27,459

　未来を担う子どもの健やかな成長を願い、経済的負担を軽減することで安心して子育てができる環境を整えるため、紙お
むつ等が購入できる年間3万円のクーポン券を、0歳児から3歳児の保護者に交付した。
　また、クーポンを赤ちゃん訪問や乳幼児健診時に交付することにより、健診の受診率が向上するとともに、子どもの成長過
程における健康問題や、子育てに関する問題を把握することが出来た。

事業内容 事業費

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：人、千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

○保育補助者雇上強化事業（補助対象人数）

〇保育体制強化事業（補助対象人数）

　　白河保育園　1人

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

・補助件数　12件

新居の住居費 10件

1件

リフォーム費用 1件

37

36

35

34 事 業 名 多子世帯給食費負担軽減事業
決算額 17,834

一般 17,834

　子育てしやすい環境を充実させるため、18歳以下の兄弟姉妹のうち義務教育を受けている第3子以降の児童生徒を対象
に学校給食費を全額助成し、多子世帯における経済的な負担軽減を図った。

事業内容 対象者 対象人数 事業費

千円
所管課 健康給食推進室

財源内訳 国県 市債 その他

所管課 こども育成課
財源内訳 国県 市債 その他

合　計 334 17,834

事 業 名 保育士確保対策事業
決算額 1,500

多子世帯給食費助成金
小学生 294 15,597

中学生 40 2,237

事 業 者 名 事 業 費
事　業　別　内　訳

◆①紹介料補助事業 ◆②確保補助事業

学校法人　熊田学園 1,200 1,200 4人

一般 1,500

◆①保育士人材派遣紹介料補助事業
　保育士の求人に対して一定期間応募がなく、保育士が不足しているため、受け入れができない又はその恐れがある場合
において、有料職業紹介所等からの紹介により保育士を確保した際に支払う紹介料の一部を補助する。

◆②増築・新築に伴う保育士確保補助事業
　待機児童解消のため、保育園・認定こども園の増築・新築を行い、開園準備のために事前に保育士を確保した場合に賃
金の一部を補助する。

（単位：千円）

千円

所管課 こども育成課
財源内訳 国県

合　　　計 1,500 1,500 5人

白河市社会福祉協議会 300 300 1人

673

　多様な保育需要に対応するため、保育人材の確保等に必要な措置を総合的に講じることで、待機児童の解消を図るとと
もに、子どもを安心して育てることができる環境整備を行う。

保 育 園 名 事 業 費
事　業　別　内　訳

保育体制強化 保育補助者雇上

3,572 市債 その他 一般

事 業 名 人材確保・組織体制強化事業
決算額 4,245 千円

事 業 名 結婚新生活支援事業
決算額 3,011 千円
所管課 建築住宅課

財源内訳 国県

合　　　計 4,245 1,129 3,116

　　白河保育園　2人、白河みのり保育園　1人

白河保育園 3,185 1,129 2,056

白河みのり保育園 1,060 1,060

1,506

○新婚生活スタート応援事業補助金　3,011千円
　若者の定住促進及び、少子化対策の促進を図るため、若年及び低所得の新婚世帯に対し、結婚を機に市内で新生活を始め
るための住居費や、引越費用の一部補助を行った。

新居への引越費用

1,505 市債 その他 一般

【PRチラシ(一部抜粋)】

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〈利用実績〉 （単位：日） 〈歳出決算内訳〉 （単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〈助成実績〉

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〈支給状況〉

40

39

38 所管課 こども支援課
財源内訳 国県 154 市債 その他

事 業 名 子育て短期支援事業
決算額 232 千円

合計 35 合計 232

事 業 名 妊産婦医療費助成事業
決算額 5,998

生活保護世帯 30 保  険  料 28

課税世帯・非課税・ひとり親 5 委  託  料 204

一般 78

　保護者が疾病、仕事その他の身体上・精神上、若しくは生活環境上の理由により、家庭において児童を養育することが一
時的に困難となった場合等に、児童養護施設（白河学園）において、一時的に養育又は保護を行った。

〇対象児童：白河市に住民登録がある児童で、原則2歳以上18歳未満まで
〇児童1人・1日当たりの利用基準額　5,500円
〇児童1人・1回当たりの送迎額　400円

＜利用者負担＞
　・生活保護世帯、市民税非課税世帯かつひとり親家庭等の世帯　0円
　・市民税非課税世帯　1，000円
　・市民税課税世帯　　 2，750円

　利　用　者　内　訳 日数 事業内容 事業費

1,181 5,988

事 業 名 ごみ袋支給事業
決算額 2,079

一般 5,998

　妊娠４か月となった日の属する月の初日から出産の日の属する月の翌月末までの入院及び外来時の医療費（保険診療
分一部負担金）の助成を行った。

（単位：件、千円）

延べ助成件数 助成金額

千円
所管課 こども支援課

財源内訳 国県 市債 その他

一般 2,079

　児童扶養手当受給世帯、生活保護世帯を対象に、生活の安定と自立を支援するため、指定ごみ袋を支給した。

対象世帯数 児童扶養手当世帯　525世帯 生活保護世帯　310世帯

千円
所管課 環境保全課

財源内訳 国県 市債 その他

種類と配布枚数 燃える・燃えない用　　ごみ袋（小）　60枚分

※ごみ袋購入費　：　「燃える・燃えない用　ごみ袋（小）20枚入」　  830円

　　830円（1袋）　×　3袋（1世帯分）　×　835世帯　＝　2,079,150円

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○施設概要

名 称 白河市屋内遊び場「わんぱーく」

所 在 地 白河市本町2番地（マイタウン白河4階）

利 用 時 間 ①10：00～11：30

（ 入替 制） ②13：00～14：30

③15：00～16：30

定 員 各50人

利 用 料 金 無料

休 館 日 毎週木曜日（祝日の場合は翌平日）　年末・年始（12月28日～1月4日）

対 象 者 小学3年生以下の子どもとその保護者　※保護者同伴が要件で、保護者1人につき子どもは3人まで。

○令和４年度利用者数 11,024人

（単位：千円）

財源：福島県屋内遊び場確保事業補助金（2/3）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

開 催 日 時 令和4年10月9日(日)　

午前10時～午後3時

会 場 白河駅前イベント広場

対 象 小学生までの子どもと保護者

内 容 フリーマーケット　出店数　 18組

ミニスポーツコーナー 約100人

ミニモルックコーナー 約100人

（単位：千円）

財源：福島県地域創生総合支援事業補助金（3/4）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

43

42

41 千円
所管課 まちづくり推進課

財源内訳 国県 4,232 市債 その他

事 業 名 屋内遊び場「わんぱーく」管理運営事業
決算額 6,345

所管課 まちづくり推進課
財源内訳 国県

区分 事業費
財源内訳

県 一般財源

管理運営委託料 6,345 4,232 2,113

一般 2,113

　マイタウン白河の多世代交流の活性化と子育て世帯の利用を促進するため、「木育と知育」をコンセプトに子どもたちの豊
かな感性を育む屋内遊び場「わんぱーく」を運営した。

【ボールプール】

※新型コロナウィルス感染症対策のため、利用時間の短縮（各75分）及び定員の制限（各30人）、ボールプールの休止
等を実施した。

152

　中心市街地の空きスペースを活用し、休日に親子で気軽に訪れることができる新たな交流の場を創出するため、フリー
マーケットやワークショップなどが楽しめるomochaフリマを開催した。

【フリーマーケットの様子】

区分 事業費
財源内訳

県 一般財源

390 市債 その他 一般

事 業 名 ｏｍｏｃｈａフリマ事業
決算額 542 千円

計 542 390 152

【お絵かきデコマスクづくり教室】

事 業 名 奨学資金貸与事業
決算額 23,179

需用費 188

390 152役務費 194

使用料及び賃借料 160

一般 23,179

　 人材育成と教育の機会均等を確保する観点から、修学の意思と能力があるにもかかわらず、経済的理由により修学が困
難な生徒及び学生に対して、正規の修学期間において奨学資金を貸与することで経済的支援を行った。

内    容 人数 貸与額

千円
所管課 教育総務課

財源内訳 国県 市債 その他

合　　計 42 23,160

奨学資金
（無利息）

大学生　　　　　　　月額　　50,000円以内 34 20,040

専修学校生　　　　月額　　40,000円以内 2 960

高校生　　　　　　　月額　　30,000円以内 6 2,160

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

<支出内訳>

・ ICT授業支援業務委託料 千円

　小中学校計5人の支援員配置

・ 消耗品費 千円

・ 修繕費 千円

・ 授業目的公衆送信補償費 千円

44

45

46

千円
所管課 学校教育課

財源内訳 国県 市債 その他

事 業 名 学校図書館利活用推進事業
決算額 45,737

需用費 2,240

使用料及び賃借料 2,094

備品購入費 9,995

報酬・職員手当 25,659

共済費・社会保険料 4,018

旅費 1,731

一般 45,737

　市立図書館を拠点とした学校司書の配置及び学校図書管理システムは、令和元年度に市内全ての小中学校に完了し
た。学校司書の配置により、学校図書館を整備するとともに本の貸し出しを電子化した。
　学校司書が学校図書館に存在することで、児童・生徒が本と出会い、読書をする環境づくりを推進し、児童・生徒が読書
の楽しさを実感できる機会を増やすことができた。学校司書を配置したことで、学校図書館が「読書センター」「情報セン
ター」「学習センター」としての機能を果たし、児童生徒の読書冊数が増加している。

事業内容 事業費

一般 878

　小学校13校が、1年生から6年生まで学年ごとのテーマに合わせて白河
の歴史や文化について、地域の方々や学芸員等から専門的に学び、レ
ポート等で成果を発表した。

○学習内容

　1年生：「昔の遊び」 2年生：「身近な地域の昔話」3年生：「昔の暮らし」4
年生：「生まれ育った地域」 5年生：「伝統文化」 6年生：「白河の歴史や文
化」について調べた。

千円
所管課 学校教育課

財源内訳 国県 市債 その他

合　計 45,737

【学校図書の貸し出しの様子】

事 業 名 白河の歴史文化再発見事業
決算額 878

事 業 名 ＩＣＴ教育環境整備事業（小学校）
決算額 7,449 千円
所管課 学校教育課

財源内訳 国県

272

合　計 878

事業内容 事業費 【鈴木家住居の説明を聞いている様子（小３）】

消耗品費 24

使用料及び賃借料 854

7,449

　国の令和2年度補正予算「ＧＩＧＡスクール構想の加速による学びの保障」に基づき、生徒1人1台のタブレット端末の整備
を行った。
　市内小中学校におけるICT授業において、指導補助及びコンピュータ操作・ネットワーク環境に関する支援等を行い、ICT
授業の指導を円滑に行うため支援員を令和３年度から４人から５人に拡充した。
　児童生徒もロイロノートを使用することで、まとめの学習や友達との意見の交流など意欲的に行うことができた。また、タブ
レットドリルなどを使用することで、個に応じた学習を行うことができた。

6,236

589

352

【ICT（ロイロノート）を使用する児童】

市債 その他 一般

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

<支出内訳>

・ ICT授業支援業務委託料 千円

　小中学校計5名の支援員配置

・ 消耗品費 千円

・ 修繕費 千円

・ 授業目的公衆送信補償費 千円

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〇令和4年度実績

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〇主な事業

①育成支援事業 「コミネス交響楽団」運営事業／団員数：82人

「しらかわ演劇塾」育成事業／団員数24人

「コミネス混声合唱団」運営事業／団員数46人

第8回ハイスクール劇王／97人

②地域発信事業 コミネス通信の発行、ピアノ開放デー／53人

③連携事業 早稲田大学交流事業（JAZZダンスサークル）／204人

④次世代育成事業 N響メンバーアウトリーチ事業／1,288人、元劇団四季キャストによるワークショップ／50人

⑤鑑賞事業 高嶋ちさ子ゆかいな音楽会／1,018人、コミネス落語会／163人、中島美嘉コンサート／734人

⑥賑わい創出事業 まちなか音楽３days2022／1,107人、まちなか音楽Part2／130人

⑦共催・協力事業 市民芸能大会／300人、しらかわ音楽の祭典／1,700人

47

48

49

事 業 名 ＩＣＴ教育環境整備事業（中学校）
決算額 4,714 千円
所管課 学校教育課

財源内訳 国県

千円
所管課 図書館

財源内訳 国県 市債 その他

【ICT（ロイロノート）を使用する生徒】

事 業 名 図書・視聴覚資料等整備事業
決算額 34,988

4,714

　国の令和2年度補正予算「ＧＩＧＡスクール構想の加速による学びの保障」に基づき、生徒1人1台のタブレット端末の整備
を行った。
　市内小中学校におけるICT授業において、指導補助及びコンピュータ操作・ネットワーク環境に関する支援等を行い、ICT
授業の指導を円滑に行うため支援員を令和３年度から４人から５人に拡充した。
　児童生徒もロイロノートを使用することで、まとめの学習や友達との意見の交流など意欲的に行うことができた。また、タブ
レットドリルなどを使用することで、個に応じた学習を行うことができた。

3,876

317

248

273

市債 その他 一般

合計 備　考

受入数

図　書 14,231 1,729 1,670 1,899 19,529

一般 34,988

　市民の多様なニーズに応えるため、新刊書の収集にとどまらず、既刊であっても評価が高い資料などを様々なジャンルから選
定し、購入を進めるとともに、経年劣化等により利用に耐えなくなった資料の更新と除籍を行った。令和4年度は、視聴覚資料の
受入、および旧館から引き継いだ図書資料を中心に除籍と更新を重点的に行った。

（単位：点）

区　分 市　立 表　郷 大　信 東

除籍数

図　書 7,258 559 3,911 739 12,467

視聴覚資料

その他

市立のみ所蔵

雑　誌 2,730 401 278 251 3,660

視聴覚資料 798 798

901 647

その他

雑　誌 2,769 355 292 134 3,550

38 38

所管課 文化振興課
財源内訳 国県

671 15,286

その他 258 258 絵画等

436,764

視聴覚資料 11,275 11,275
蔵書数

図　書 311,570 37,157 41,833 46,204

雑　誌 13,067

176,724

　文化芸術の創造推進拠点として、効果的・効率的な運営及び施設管理を行うとともに、多彩で質の高い指定委託事業を
企画・運営した。また、文化芸術レベルの向上と文化活動を通じた交流や人づくりを推進するため、コミネス交響楽団等の団
体育成を行った。

〇事業数　21事業／入場者数　10,270人

市債 その他 966 一般

事 業 名 文化交流館管理運営事業
決算額 177,690 千円

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

①小中学校体験授業の実施…2校（みさか小・釜子小） ②市民総合体育大会ボッチャ競技の実施…6月26日開催

③小学校へのボッチャボールセット配付…全13校　計５６セット ④体育施設へのボールセット配付…全9施設　計24セット

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

52

50

51

事 業 名 アートによる文化振興事業
決算額 1,894 千円

所管課 生涯学習スポーツ課
財源内訳 国県

〇劇団の滞在型活動

・通し稽古の見学会及び役者との交流会の開催

・来場者：89人

・学校での演劇ワークショップの開催

・参加者：小野田小 24人、東中 45人

【演劇講習会】

一般 947

　文化芸術活動による人づくりやまちづくりを推進するため、高校生を対象とした演劇の講習会や劇団の滞在型活動を誘致
し、芸術家との交流を図りながら、鑑賞や創作、発表の活動を行った。

〇高校生対象の演劇講習会

・演出家による指導及び成果発表会の開催

・参加者：高校生16人

所管課 文化振興課
財源内訳 国県 947 市債 その他

1,183

　年齢や性別、障がいの有無にかかわらず、多くの方が楽しめる「ボッチャ」を推進することで、生涯を通してスポーツに楽しむ機
会を創出するとともに、障がいのある方への理解や関心を深めた。

事 業 名 小峰城歴史館特別企画展開催事業
決算額 4,477 千円

1,163 市債 その他 一般

事 業 名 ボッチャ推進事業
決算額 2,346 千円

一般 4,477

特別企画展「松平定信と渋沢栄一～時代を超えたつながりと白河～」
　日本の近代化を導いたと評価される渋沢栄一（1840〜1931）は、白河藩主松平定信を生涯にわたり尊敬したことが知られ
ている。本展覧会では、渋沢栄一の生涯を振り返りながら、渋沢が定信に向けたまなざしや、定信を介して生まれた渋沢と
白河の関わりについて紹介した。展覧会にあわせ、展示見どころ解説会や図録等印刷物の発行などを行った。
入館者数：3,912人
会期：令和4年9月17日（土）～11月13日（日）
会場：小峰城歴史館

【展示室の様子】 【展示室の様子（内覧会）】 【オープニングセレモニー（テープカット）の様子】

所管課 文化財課
財源内訳 国県 市債 その他

【小中学校体験授業】 【市民総合体育大会】 【ボールセット配付】

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

53

54

事 業 名 白河歴史教科書活用事業
決算額 721 千円
所管課 まちづくり推進課

財源内訳 国県

○第6回しらかわ検定

    実  施  日　　令和4年7月31日（日）

    受験者数　　 98人（3級/44人、2級/32人、1級/22人）

【白河歴史の手引き『れきしら』】

事 業 名 白河かるた作成事業
決算額 3,944

721

　白河の歴史と伝統・文化に対する正しい理解と郷土愛の醸成を図るため、白河歴史の手引き『れきしら』の委託販売を
行った。また、白河の魅力を再発見できるよう、『れきしら入門編・上級編』から問題を作成し、『第6回しらかわ検定』を実施し
た。

○令和4年度　れきしら販売実績

　　入門編　　168冊（累計3,108冊）

　　上級編　　162冊（累計2,186冊）

　　合　 計 　 330冊（累計5,294冊）

市債 その他 一般

一般 3,944

　地域に根差した歴史、伝統、文化等に対する理解と郷土愛の醸成を図るとともに、市内外に広く本市の魅力を発信するこ
とを目的とした「白河かるた」が完成した。令和3年度に読み札の募集、決定を行い、令和4年度は絵札の原画の作成と、か
るたの印刷製本を行った。

　【原画制作】白河かるた絵札の原画制作業務
　【期間】令和4年6月1日～令和5年1月31日

　【印刷製本】白河かるた印刷製本業務
　【期間】令和5年1月17日～令和5年3月24日
　

【白河かるた】 【絵札】

千円
所管課 まちづくり推進課

財源内訳 国県 市債 その他

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

名 称 しらかわ観光ステーション

建物概要 木造2階建、延床面積289.63㎡

主 な 機 能

（単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

【自転車環境整備事業】

　〇レンタサイクル設置場所

【観光PR事業】

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

・開催期間：令和4年10月29日～30日

・来場者数：29日、30日ともに1,000人で、合計2,000人

○ドキュメンタリー映画「霧幻鉄道-只見線を300日撮る男-」の上映会・トークイベント

55

56

57

Ⅲ　人と地域のつながりをつくる

事 業 名 （仮称）物産交流センター整備事業
決算額 145,285 千円
所管課 まちづくり推進課

財源内訳 国県

広場測量設計（継続費） 3,500 1,750 1,570 180

建物工事監理 2,750 1,375 1,230 145

26,240

　JR白河駅舎に隣接する既存建物を活用し、本市の観光施設や名所、地域の特産物などを案内・ＰＲする情報発信基
地として整備するとともに、隣接するコンピエーニュ広場との一体的な利活用を図るため、建物及び広場改修工事が
R5.3月に完了した。

観光案内所、休憩所、地場産品の展示・販売、
施設管理事務所、会議室等

内容 事業費
財源内訳

国費 市債 一般財源

62,545 市債 56,500 その他 一般

【令和5年4月施設オープン】

事 業 名 サイクルツーリズム推進事業
決算額 177 千円

その他（施設備品　他） 15,218 1,588 1,500 12,130

合計 145,285 62,545 56,500 26,240

建物改修工事（継続費） 79,022 35,435 32,100 11,487

広場改修工事 44,795 22,397 20,100 2,298

　　　・イタリアンレストラン「イッテミッカ」

　那須白河西郷を周遊するサイクリングルートを観光情報誌等に掲載する
ことによって、サイクリングルートの認知度向上を図るとともに、仙台市近隣
で配布されているリビング仙台に、全国高校野球選手権大会で注目を集
めた「白河の関」を中心とした周遊自転車旅の掲載し、観光PRを行った。

事 業 名 アジアンインバウンド誘致事業
決算額 4,391

一般 177

　令和4年度は新型コロナウイルスの影響もあり、首都圏でのPRイベントに参加するのではなく、那須白河西郷のサイク
リングルートの認知度向上を図ることを目的とした取組みを行った。

　駅で降車した観光客等に自転車という２次交通の選択肢を提供することで観光振興を図ることを目的としたレンタサイ
クル事業を継続して行った。

　　　・東京第一ホテル新白河

　　　・白河観光物産協会

所管課 観光課
財源内訳 国県 市債 その他

　 只見線の魅力について写真を通して国内外に発信し、コロナ以前から台湾人観
光客に大変人気のある郷土写真家の星賢孝氏に講師を依頼し、白河東文化セン
ターでドキュメンタリー映画「霧幻鉄道-只見線を300日撮る男-」の上映とともに、イ
ンバウンドについて語るトークイベントを開催した。

一般 4,391

　アフターコロナを見据えた外国人観光客の誘客に向けて、「ふくしま県南観光推進協議会」が主体となり、台湾を中心
としたアジア地域に向けて魅力ある情報発信を図った。

○「しらかわ台湾夜市ｉｎ楽蔵」の開催

　 「しらかわ台湾夜市ｉｎ楽蔵」を初開催した。イベント会場では、楽蔵の商業店舗
敷地内に260個の台湾提灯と、県南各地域の魅力が手書きで描かれた提灯を装
飾し、台湾の雰囲気を演出。飲食ブースは、市内の中華料理店や楽蔵の飲食店
など14の事業者の出店協力を得て、ルーローハン、台湾からあげ、台湾ビール、
台湾カステラなど、日本でも人気のあるメニューを販売した。

千円
所管課 観光課

財源内訳 国県 市債 その他

【 リビング仙台 掲載記事 】

【映画上映会・トークイベント】

【しらかわ台湾夜市ｉｎ楽蔵】

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〇 撮影支援件数

・ＴＶ番組 10件 「リア突WEST」「チーキーズaGoGo!」「天津木村のへぇ～」 ほか

・映画 1件 「タクミくんシリーズ」

・他メディア 7件 福島県トラック協会CM、オンライン城めぐり　ほか

・その他 ＫＦＢ「ふくしまＣＭ大賞2022」出品、三史跡の四季映像撮影、

エキストラ登録（登録者数59人）、市の事業等への撮影機材の貸し出し

ロケツーリズム協議会2022ロケナビゲーター認定

※撮影には至らなかったが、映画3件、ＴＶ番組5件、ＣＭ5件、WEBドラマ1件

　ミュージックビデオ1件など、撮影候補地の提案や制作支援を行った。

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]
　南湖公園の魅力を発信し、誘客促進や地域活性化を目的に、地域住民と様々な事業を

行った。各事業がマスコミに取り上げられたことにより、南湖神社創建100周年など公園の

歴史や文化を効果的にＰＲできた。

〇 なすびさんと歩こう！南湖公園（ウォーキングイベント）　※10月16日開催

　なすびさんと一緒に南湖十七景や遊歩道を巡るツアーを開催。85人参加。

〇 竹とうろう作り教室　※全5回（6月26日、7月31日、8月21日、9月25日、10月30日）開催

　南湖森林公園管理棟を活用し、竹灯籠作り教室を開催。計81人参加。

〇 南湖公園竹灯籠ライトアップ　※10月28日～11月13日開催

　夜間の魅力創造のため南湖神社参道に200本以上の竹灯籠を設置。約7,000人来場。

〇 講演会＆トークショー「松平定信が遺したもの」　※7月17日開催

　國學院大學名誉教授の高塩博氏による講演会および落語家の春風亭昇太氏と

　城郭考古学者の千田嘉博氏によるトークショーを行った。825人来場。

〇 パンフレットやノベルティの作成

　南湖公園の歴史をはじめ、各店舗や散策路などが網羅されたパンフレットを作成し、

　公園内各所に設置した。市内外のイベントにおいてノベルティを配布しＰＲを行った。
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[主な事業内容と成果]

〇ツアーの造成

58

59

60

事 業 名 フィルム・コミッション事業（新型コロナウイルス感染症対策事業）
決算額 3,300 千円

一般 0

　本市の魅力的な資源を活かし、映画やCMの撮影を誘致することにより、撮影地として観光
客の誘客を目指し、地域経済の活性化に繋げる。
　「しらかわフィルムコミッション」と称してダルライザープランニングに業務委託し、HPの運営や
制作会社へのPR、撮影支援、各許認可申請案内などを行った。

事 業 名 南湖公園魅力発信事業
決算額 4,698 千円

所管課 観光課
財源内訳 国県 3,300 市債 その他

一般 4,698

事 業 名 広域観光推進事業（那須町）
決算額 10,200 千円

所管課 観光課
財源内訳 国県 市債 その他

〇ポップアップストアの開催

　・開催日　令和4年2月24日(金) ～25日(土)　※東京都丸の内

　首都圏女性をターゲットとして、発酵ツーリズムを具現化・体感してもらう1泊2日のモニター
　ツアーを実施した。

　・開催日　令和4年11月5日(土)～6日(日)

一般 5,100

　「那須白河観光推進協議会」へ補助金を交付し、白河市と那須町の連携によって、両市町
の特色である雄大な自然や歴史、伝統文化、特産品など多様な地域資源を活用した事業を
展開し、観光客の誘客及び両地域の周遊を図った。

〇発酵食品等の効果の数値化

　両市町が有する発酵食品を数値化し、消費者への訴求面を考え、独自基準を用いて3段階の
　発酵レベルという形で表現し、これを基にＬＰ（ランディングページ）の作成をした。

〇那須・白河「発酵ツーリズム」ＬＰ・パンフレットの作成

所管課 観光課
財源内訳 国県 5,100 市債 その他

【 チーキーズ a GoGo！】

【 天津木村のへぇ～】

【 ウォーキングイベント 】

【 講演会＆トークショー 】

【パンフレット】

【 ポップアップストア：東京都 】
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[主な事業内容と成果]
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[主な事業内容と成果]

〇事業概要

61

62

事 業 名 新たな地域資源調査活用事業
決算額

　店舗数 41店舗

　ラーメン数 86杯 　

　観光施設数 61施設

その他 一般 2,750

　本市の地域資源である「白河ラーメン」を観光誘客に活用することを目的に、「白河ラーメンデータベース」を製作した。こ
のシステムは、市内のラーメン情報と観光情報を融合させた情報検索システムであり、令和5年4月29日にオープンした「し
らかわ観光ステーション」に設置した。
　ラーメンの味や麺のタイプから、おすすめのラーメンを検索することが可能であり、選択した店舗までのルートを距離や時
間、移動方法ごとに表示することが出来る。
また、ルート上に店舗周辺の観光情報も表示することが可能であり、市内での周遊観光の情報源として利用できる。

※新規店舗や新たな観光施設の情報については、随時登録しバージョンアップが可能。

　登録データ数

5,500 千円
所管課 観光課

財源内訳 国県 2,750 市債

一般 11,328

　原子力災害による風評の払拭のため、「知ってもらう」「食べてもらう」「来てもらう」の3つの視点から、来県者が多く見
込める1都3県（東京、神奈川、千葉、埼玉）を主なターゲットとして、本市さらには福島の認知度を高めながら復興・再
生を加速していくため、観光と併せて農産物のおいしさや安全性に関する情報発信や特産品のプロモーションを実施
した。

・読売新聞朝刊1都3県版（東京・神奈川・埼玉・千葉）に15段多色広告、朝刊全国版に
　小枠広告を掲載

・タレントを起用し、体験をテーマに観光地や食の安全性をPRする動画を作成（15秒・
　30秒・2分）。15秒動画は約一ヶ月間、有楽町読売会館ビジョンで放映

・WEBランディングページ「白河で体験」を新設

所管課 観光課
財源内訳 国県 10,000 市債 その他

　※オープン時の数値

事 業 名 白河が応援、白河を応援プロジェクト事業
決算額 21,328 千円

・東京ドーム・ジャイアンツゲームで冠試合「白河市スペシャルデー」を実施。大型ビジョン
　や場内モニターでPR動画を放映、選手たちに白河産コシヒカリを贈呈した。

・読売新聞オンライン「よみぽランド」コーナーで、白河産コシヒカリに関する
　アンケート及び応募者に白河産コシヒカリのプレゼント配布を実施

・都内最大級の受験相談会「よみうりGENKIフェスタ」で合格祈願米の販売会を実施

・各施策による情報接触者数

　新聞＝約445万人　WEB＝約87万人　よみぽランド＝2.6万人　合計＝約534万
人

【しらかわ観光ステーション】 【白河ラーメンデータベース】 【ラーメン検索画面】

【読売新聞朝刊】

【東京ドーム白河市スペシャルデー】

【読売会館放映】
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[主な事業内容と成果]
　・本丸周辺・帯曲輪周辺の整備、東側丘陵等の樹木伐採を行い、来訪者の回遊性の向上と景観を整えた。

　・適切な石垣の管理のため、石垣の動態観測を行った。

　・今後の整備に向け、搦手門周辺・東側丘陵地の園路等整備設計、和党門西側・和党曲輪北東面の崩落石垣の

　　解体設計を行った。

○施工内容

・本丸北側・矢之門跡東側の芝張

・本丸周辺・帯曲輪の案内看板設置

・東側丘陵地・鎮護神山・搦手門跡

　周辺の樹木伐採

・石垣動態観測

・搦手門周辺・東側丘陵地園路等設計

・和党門西側・和党曲輪北東面　

　石垣解体設計

【矢之門跡東側整備状況】 【鎮護神山樹木伐採状況】
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[主な事業内容と成果]

○清水門復元

　小峰城跡整備基本計画に基づき清水門の復元整備に取り組むため、

基本設計の成果を基に実施設計を行った。

　清水門復元の原材料として使用する、欅の大柄材調達業務委託を

行った。

・実施設計業務委託料 36,376千円

・大柄材調達業務委託料 49,399千円

・その他（旅費など） 100千円

○一石城主プロジェクト 【清水門復元イメージ】

　寄附をいただいた方を対象に、返礼品（城主証・城主カードなど）の

送付と城下町めぐりツアーを開催した。

・返礼品送付及び城下町めぐりツアー開催費用など

682千円

63

64

その他 一般 17,172

【事業実施箇所】

83,593 千円
所管課 文化財課

財源内訳 国県 38,021 市債 28,400

事 業 名 小峰城史跡整備事業
決算額

11,598
・委員会開催等 933

・需用費 418

・石垣動態観測委託料 7,925

令和4年度

・会計年度任用職員人件費等 6,458

4,136 0 0

年度 内　　容 事業費
財源内訳

国 市債 その他 一般

17,172

事 業 名 清水門復元整備事業
決算額 86,557 千円

5,574・樹木伐採委託料 19,800

・工事請負費 9,125

合　　計 83,593 38,021 28,400 0

令和3年度繰越

・測量・設計等業務委託料 38,934

33,885 28,400 0

一般 26

所管課 文化財課
財源内訳 国県 42,912 市債 38,500 その他 5,119

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〇歴史的風致形成建造物の定期点検　5件
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[主な事業内容と成果]

○子育て世代賃貸住宅家賃補助 千円

主な要件

補助内容

補助期間

補助実績 （単位：千円）

1

2

65

66

事 業 名 歴史的風致形成建造物活用推進事業
決算額 3,535 千円

　・補助額　1,500千円

<施工前> <施工後>

事 業 名 まちなか居住支援事業
決算額 675 千円

一般 3,535

　白河市歴史的風致維持向上計画に基づき、歴史的風致の維持向上のために保全を図る必要があると認められた建
造物を歴史的風致形成建造物に指定し、所有者が行う保存・修景整備に対して支援を行った。
　希望する所有者を対象に、NPO法人しらかわ建築サポートセンターによる建造物の定期点検を実施し、メンテナンス
相談や修理の助言を行った。

〇白河市歴史的風致形成建造物保存修景
補助金の交付　2件(3棟)

【蔵座敷修復の様子】

　・補助率　1/2(上限500千円)

所管課 まちづくり推進課
財源内訳 国県 市債 その他

認定の属する月から最長36ヶ月分（毎年、年度末に交付申請が必要）

住宅種別 認定世帯 補助金額

集合住宅 4 483

一般 675

　子育て世代の中心市街地への定住を促進するため、民間賃貸住宅に入居する「子育て世代」に対し、家賃の補助を
行った。

675

他市町村より転入し、1年以内に白河市中心市街地活性化区域内の民間賃貸住宅へ入居した次のい
ずれかの世帯。
①満18歳未満の子どもと同居する世帯で、子どもを扶養する父又は母のいずれかが世帯主の世帯
②同居する夫婦のいずれかが満40歳以下で、当該夫婦のいずれかが世帯主の世帯

家賃から共益費や勤務先からの住宅手当等を差し引いた額の4分の1
上限額は、集合住宅が月額13,000円、戸建住宅が月額17,000円

所管課 まちづくり推進課
財源内訳 国県 市債 その他

戸建住宅 1 192

合計 675
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[主な事業内容と成果]

物件登録

利用登録

成　　　約
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[主な事業内容と成果]

所管課 企画政策課
財源内訳 国県 5,404 市債 その他 一般 7,345

○　しらかわ移住魅力発信　　7,975千円
　新型コロナウイルスの感染拡大を背景に、首都圏で暮らす若い世代の間でも地
方移住に対する関心が高まっていることから、本市の暮らしやすさや首都圏との近
接性を発信するため、インフルエンサーを招聘し、YouTubeで発信した。
　・チャンネル登録者数　　　1,916人（R5年3月31日時点）
　・総再生回数　　　　　 　184,417回（R5年3月31日時点）

○　東地域お試し住宅の運営　　1,200千円
　移住を検討している方が、本市での暮らしを実際に体験できる「お試し住宅」を運
営した。
　・場　 所　　白河市東下野出島字石原83番地
　・利用料　　7千円／週　（利用期間：1週間以上1カ月以内）
　・利用者　　14組30人
　・委託先　　野出島地域活性化プロジェクト

○　移住コーディネーターの設置　　1,320千円
　県の移住相談窓口を受託した実績を持つ（一社）未来の準備室に委託し、移住を検討している方の相談に対応する
とともに、移住支援制度の案内を行った。また、移住・定住ポータルサイトに掲載する移住者インタビューや移住者のコ
ミュニティ作りを支援するイベントなどを開催した。

○　移住・定住ポータルサイト「おかえり、白河」保守管理　　500千円
　移住検討者に本市の魅力や支援制度を紹介する移住・定住ポータルサイト「おかえ
り、白河」の保守管理を行った。

○　その他　　1,754千円
　web広告、移住促進イベント出展、移住・定住パンフレット増刷等

事 業 名 移住・定住推進事業
決算額 12,749 千円68

67
財源内訳 国県 6,056 市債 その他

決算額 15,343 千円
所管課 まちづくり推進課

一般 9,287

事 業 名 空き家対策事業

　○空家改修等支援補助事業
　　・空家バンク登録物件の購入者や賃借者等が実施する改修に対する支援を行った。
　　　補助件数：2件　実績額1,975千円

　○空家解体費補助金
　　・良好な生活環境を形成するため、老朽空家の自主解体の支援を行った。
　　　補助件数：9件　実績額2,400千円　（うち国庫補助500千円）

　○空き家対策意識啓発等の取組み
　　・空き家の適正管理や利活用など、空き家に関する情報を掲載した
　　　チラシを作成し、全戸配布した。
　　・空き家に関するセミナーを1回（11月）、所有者の相談に専門家が
　　　答える相談会を2回（5月・11月）開催した。
　　・宅地建物取引業者や司法書士会等と構成する白河市空家等利活用
　　　促進対策協議会の運営を行った。
　　　実績額　389千円　（うち県補助267千円）

26 198

8 52

　○空家等実態調査の実施
　　・市内の空き家発生状況等を調査するため、実態調査の業務委託を行った。
　　　実績額　10,579千円　（うち国庫補助5,289千円）

　○白河市空家等対策計画の改定
　　・令和4年度に実施した空家等実態調査の結果に基づき、令和5年4月から令和10年3月までの5年間を
　　　計画期間とする白河市空家等対策計画（平成30年3月策定）の改定を行った。

　空き家の利活用促進や発生抑制、特定空家化の防止を図るため、各種事業を実施した。

　○空家バンク制度の運営
　　・（公社）福島県宅地建物取引業協会白河支部、（公社）全日本不動産協会
　　　福島県本部と連携し、空家の流通促進を図るため、空家バンクを運営した。

令和4年度
新規件数

累計件数

20 103

【空家相談会の開催】

【空家バンクフロー】

【YouTubeチャンネルバナー】

【ポータルサイト「おかえり、白河」】

【東地域お試し住宅】
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[主な事業内容と成果]

・補助件数　50件 県外　20件（埼玉県6件、東京都4件、他10件）

市外　30件（棚倉町6件、西郷村5件、須賀川市3件、塙町3件、他13件）

・移住者数　128人 県外　48人

市外　80人

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〇 対 象 者

している方

〇主な要件

〇入居実績 7世帯11人

71

69

70

所管課 建築住宅課
財源内訳 国県 1,408 市債 その他 一般 1,408

　入居率の低い市営住宅の空き住戸を活用し、二地域居住や移住体験施設として市営住宅を提供した。

市外（西白河郡及び東白川郡管内を除く）から、市内へ移住を検討している方又は市内での起業を検
討

① 申請日時点で20歳以上59歳以下であること

② ＳＮＳで移住又は起業に向けた市内での活動及び白河地方の魅力について情報発信すること

③ 団地の自治会活動へ参加すること

内容 事業費
財源内訳

国費 市債 その他 一般

「みりょく発信」二地域居住・
移住希望者市営住宅提供事
業

部屋修繕、器具賃借料 2,816 1,408 1,408

事 業 名 「みりょく発信」二地域居住・移住希望者市営住宅提供事業
決算額 2,816 千円

〇 提供住戸  ・使用期間：3か月　月額9,000円　※最長１年間まで延長可

 ・提供住宅：関川窪市営住宅、外面市営住宅、石久保市営住宅

 ・室内設備：生活に最低限必要な家財等は市が備え付けます（例：照明器具、エアコンなど）

事業名

事 業 名 移住・定住推進事業（新型コロナウイルス感染症対策事業）
決算額 18,521 千円

一般 0

○引越支援事業補助金　　7,522千円
　県外から本市へ移住した方に対し、引越にかかる金銭面での負担を軽減
するため、引越費用の補助を行った。
　・件数　　　　51件　東京都 12件、埼玉県 8件、神奈川県 6件、
　　　　　　　　　　　 　 宮城県 5件、北海道 3件、山梨県3件、その他 14件
　・移住者数　97人

○お試し住宅「まちなかベース」改修整備　10,999千円
　東地域に加え、中心市街地の中古住宅を改修し、お試し住宅を整備した。
　整備にあたっては、若者の意見を取り入れた住宅改修を行うため、日本大学
工学部の学生に改修設計を依頼し、NPO法人しらかわ建築サポートセンター
が総合監修を行った。

事 業 名 来て「しらかわ」住宅取得支援事業（新型コロナウイルス対策）
決算額 44,047 千円

所管課 企画政策課
財源内訳 国県 18,521 市債 その他

住宅取得費用の助成（県外から
の移住者には県の補助の上乗せ
あり）

44,047 32,396 10,951 700

一般 700

○来て「しらかわ」住宅取得支援事業補助金　44,047千円
　本市への移住・定住の促進、地域の活性化及び良質な住宅ストックの形成を図り、人口減少対策と地方創生の実現
に寄与するため、「県外から市内」又は「市外から市内」へ移住するために住宅の取得を行った方に対し、住宅取得費
用の一部補助を行った。

内　容 事　業　費
財　源　内　訳

国 県 一般

所管課 建築住宅課
財源内訳 国県 43,347 市債 その他

【PRチラシ（抜粋）】

【お試し住宅まちなかベース】

【PRチラシ】

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

　○広報白河　　5月 1日号～ 4月 1日号　　23,400部（フルカラー）×12か月

≪特集記事≫

5月号 「白河市南湖条例」を制定しました

6月号 令和４年度　当初予算

7月号 おかげさまで　広報しらかわ200号

8月号 鳥獣被害対策　ハクビシンによる被害を防ぐために！

9月号 ～認知症になっても自分らしく暮らしていける地域をめざして～

しらかわチームオレンジの輪を大きくしていきましょう

10月号 特集1／市長と語る「しらかわ未来フォーラム」

特集2／白河市ケアラー支援の推進に関する条例

11月号 市は市民の皆さんの生活が便利で快適になるように

DXを推進しています！

12月号 特集1／令和3年度決算の状況

特集2／人事行政の運営等の状況

1月号 令和5年始動 年頭のあいさつ

2月号 二十歳の集い

3月号 特集1／追悼 名誉市民第1号 日本画家 今井珠泉 先生

特集2／国道294号白河バイパス全線開通

4月号 令和5年度施政方針

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○ふるさと納税寄附者報償（返礼品） 64,490千円

○その他経費（郵送料、手数料等） 50,810千円

〔参考：寄附金実績内訳〕 （単位：件、千円）

72

73

74

　「ふるさとしらかわガンバレ寄附金」（白河市ふるさと納税）として、下記の応援メニューに沿って寄附を受け付け、農産
物ブランド「白河しろもの」や地酒、野菜、果物、オーディオ機器などを寄附金額に応じて贈呈している。
　令和4年度は、ふるさと納税の募集にあたり、ふるさと納税ポータルサイトを一つ追加した。
　また、返礼品を取り扱う事業者を増やすとともに、新しい返礼品を登録するなど、返礼品の充実を図った。

応援メニュー 件数 金額

小峰城清水門復元プロジェクト 1,294 77,558

本を心のオアシスにするまちづくり 606 26,772

未来のひとづくり応援事業 2,736 130,626

合　　計 4,636 234,956

事 業 名 ふるさと納税関係費
決算額 115,300 千円
所管課 企画政策課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 115,300

　写真やイラストを効果的に活用し、広報紙に興味をもってもらうとともに、より読みやすく、分かりやすい紙面構成に努
めた。

事 業 名 白河つながるサロン(オンラインサロン)運営事業（コロナ対策）
決算額 635 千円
所管課 企画政策課

財源内訳 国県 635 市債 その他 一般 0

　移住者が抱える不安のひとつに移住先でのコミュニティへの参加が挙げられるこ
とから、移住者のコミュニティ形成を支援するため、オンラインサロン「ときたま」を開
設。また、オープニングイベントを開催し、オンラインサロンのPRを行った。

○オープニングイベント経費 464千円

○広告経費 120千円

○その他経費 51千円

〔オンラインサロン「ときたま」〕
　・使用アプリ　Slack（チャット形式でコミュニケーションがとれるツール）
　・参加費　無料（通信費は自己負担）
　・参加者　60人（R5年3月31日現在）

〔オープニングイベント〕
　・開催日　令和5年2月25日(土)　午後4時から
　・場   所　 JACK&BETTY
　・ゲ ス ト　小松理虔氏（ヘキレキ舎代表）
　　　　　　　 『サードプレイスの役割や可能性について』

事 業 名 広報白河発行事業
決算額 16,104 千円
所管課 秘書広報課

財源内訳 国県 市債 その他 8,285 一般 7,819

【PRチラシ】

【白河高原清流豚しゅうまい】 【DENONサウンドバー】

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

開催日時 令和4年10月9日(日)　

午前10時～午後3時

会 場 白河駅前イベント広場

対 象 小学生までの子どもと保護者

内 容 フリーマーケット　出店数　 18組

ミニスポーツコーナー 約100人

ミニモルックコーナー 約100人

（単位：千円）

財源：福島県地域創生総合支援事業補助金（3/4）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〇会計年度任用職員人件費 【湯本隊員（白河だるま）】

〇活動費補助金

〇その他経費（旅費）

 【升井隊員（中央）・山口隊員（右）】

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○コミュニティ・スペース運営委託料　7,560千円（委託先：一般社団法人未来の準備室）

75

76

77

　将来を担う若者の考えや感性を積極的に地域づくりに取り入れるため、高校生をはじめとした多くの若者が集える場
「コミュニティ・スペース」の運営を行った。

〔地域社会参画支援〕
　高校生の地域探究活動を支援するため、地域で活動する人材とのマッチングなどを実施した。また、高校生の取組み
を発信するため、各種コンテストへの応募を支援した。令和4年度は、「ふくしま高校生社会貢献コンテスト」に1プロジェ
クト、「全国高校生マイプロジェクトアワード福島県summit」に8プロジェクトがエントリーし、うち1プロジェクトは「全国高校
生マイプロジェクトアワード全国summit」に進出した。

〔学習・キャリア形成支援〕
　白河市近郊に従事するALT（外国語指導助手）と英会話を通した交流機会を定期
的に設けるとともに、大学生による進路や学習相談会、福島大学の准教授によるセミ
ナーなどを実施した。また、地域社会での経験を活用する推薦入試やAO入試など
を検討している高校生に対し、積極的な情報提供を行い、進学を支援した。

〔各種イベントの開催〕
　コミュニティ・スペースを活用し、若者や地域の人々との交流機会を創出した。
　・進学就職相談WEEK
　・地域住民との交流イベント（alt_cafe、つながるボランティアプログラム　など）

事 業 名 まちづくり・ひとづくり事業
決算額 7,560 千円
所管課 企画政策課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 7,560

氏名 任期 主な活動

久野　宏 R2.4.1～ 東地域の魅力発信やイベント等の企画

渡邉　秀幸 R3.7.1～ 移住希望者のサポート及び情報発信

湯本　淳人 R3.10.1～ 白河だるまのPR及び企画開発サポート（県共同設置）

山口　久弥 R4.5.1～ 白河だるまの技術習得及びPR（県共同設置）

升井　理映子 R4.6.1～ 福島ビエンナーレ 風月の芸術祭in白河の企画・運営

千円
所管課 企画政策課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 14,783

　「地域おこし協力隊」とは、人口減少や高齢化が進む地方において、地域の課題
解決や地域づくりを行う人を都市地域から隊員として受け入れ、その地域への定
住・定着を図ることで、地域力の維持・強化を図っていくことを目的とした制度であ
る。
　令和4年度は、5人の隊員が活動を行い、白河市の地域活性化に取り組んだ。

9,653千円

5,098千円

32千円

需用費 188

390 152役務費 194

使用料及び賃借料 160

計 542 390 152

【お絵かきデコマスクづくり教室】

事 業 名 地域おこし協力隊活用事業
決算額 14,783

所管課 まちづくり推進課
財源内訳 国県 390 市債 その他 一般 152

　中心市街地の空きスペースを活用し、休日に親子で気軽に訪れることができる新たな交流の場を創出するため、フ
リーマーケットやワークショップなどが楽しめるomochaフリマを開催した。

【フリーマーケットの様子】

区分 事業費
財源内訳

県 一般財源

事 業 名 ｏｍｏｃｈａフリマ事業
決算額 542 千円

【地域探求活動支援の様子】

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○実施町内会　48町内会　　原材料支給額　44,000千円、機械賃借料2,990千円

【U字溝布設作業の様子】
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　農業用施設の修繕など、市民協働活動の一環として実施する農業用施設の保全活動を支援するため、要望のあった
48町内会に対しU字溝等の原材料を支給したほか、事業にかかる機械の借上支援を行った。

　地域活力の向上を図るため、地域特性を生かした市民の自発的な取組みで、独自性のある事業に対し補助金を交
付した。
　大信地域活性化協議会において審査会を開催し、1団体に対して226千円の補助金を交付した。

（単位：千円）

大信地域
事　　業　　名 団　　体　　名 補助金

聖ヶ岩ふるさとの森「ホタル」再生事業 聖ヶ岩ふるさとの森を守る会 226

合　　　　計 226

事 業 名 農業用施設整備“結”支援事業
決算額 46,990 千円
所管課 農林整備課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 46,990

合　　　　計 703

事 業 名 地域づくり活性化支援事業（大信地域）
決算額 226 千円
所管課 生活防災課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 226

　地域活力の向上を図るため、地域特性を生かした市民の自発的な取組みで、独自性のある事業に対し補助金を交
付した。
　表郷地域活性化協議会において審査会を開催し、4団体に対して703千円の補助金を交付した。

（単位：千円）

表郷地域

事　　業　　名 団　　体　　名 補助金

次の世代に戦争を伝える事業 表郷戦争回顧展実行委員会 100

河東田花見山憩いの公園記念植樹事業 河東田花見山会 70

白棚線沿線の写真で白河市の魅力を発
信！事業

特定非営利活動法人　表郷ボランティアネッ
トワーク

169

天狗の花まつり事業 天狗の花まつり実行委員会 364

合　　　　計 325

事 業 名 地域づくり活性化支援事業（表郷地域）
決算額 703 千円
所管課 生活防災課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 703

合　　　　計 1,076

区分 事　　業　　名 団　　体　　名 補助金

学生

写真展「白河に沼っちゃう？」 つながる、つたえるデザイン部 100

白河の「おいしい」を伝えたい 白河の「おいしい」を伝え隊 25

Spread shirakawa Railway 白河鉄道BIG4 100

白河防災キャンプ！ アスパラ 100

　地域活力の向上を図るため、地域特性を活かした市民の自発的な取組みで、独自性のある事業に対し補助金を交
付した。
　白河地域活性化協議会において審査会を開催し、4団体に対して1,076千円の補助金を交付した。
　また、高校生の視点から地域の活性化及び問題解決を図るべく、自発的な取組みで、独自性のある事業に対して、
白河地域活性化協議会等連絡調整会議において審査会を開催し、4団体に対して325千円の補助金を交付した。

（単位：千円）

地域 事　　業　　名 団　　体　　名 補助金

白河地域

しらかわレクリエーションセミナー2021 しらかわレクリエーション協会 67

五箇の文化Rediscovery（再発見） 五箇音頭再生プロジェクト実行委員会 200

白河地域芸術文化向上事業 平澤篤展実行委員会 388

身体に良い”地産地消スイーツ”で地域活
性化！

ブルーミングデイズ 421

事 業 名 地域づくり活性化支援事業（白河地域）
決算額 1,401 千円
所管課 生活防災課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 1,401

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○まちラボ学生プロジェクト支援事業補助金　　74千円

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○地域プレーヤー創出・育成事業支援業務委託料 13,365千円

　 【合宿型プログラム1日目の様子】　

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]
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　高血圧などの生活習慣病の発症や重症化予防のため、血圧高値の方や小学6年生を対象に尿検査による1日塩分
摂取量の測定をすることで、減塩についての意識向上に努めた。さらに、高血圧予防の健康講話や減塩指導を実施
し、減塩の普及を図った。

種別 対象者 参加状況

医師による高血圧予防講話及び塩分摂取量測定 特定健診受診者で血圧高値の方 　1回　　24人

へる塩チャレンジ相談会 塩分摂取量10g以上の方 　5回　　141人

6年生における塩分摂取量測定 小学6年生 　525人

減塩教育
みさか小・白河三小・白河四小

白河五小・表郷小・大信小の6年生
　　6回　　279人

へる塩健康応援店の認定

減塩メニューの提供　　　4店舗

減塩食品の販売　　　　39店舗

　多様化する地域課題の解決や地域資源を活用したビジネスに関心を持つ人材を発掘し、起業するための知識・技能
の習得や、地域活性化活動を実践するために必要な支援を行った。
　具体的には、市内に在住・在勤する方の参加により、地域の資源活用や課題解決のきっかけをつくるための「ワーク
ショップ」、白河に関わりたい首都圏在住者などの参加により、1泊2日の日程で中心市街地等を実際に歩いて感じる魅
力や課題をもとに市内での事業の可能性を考える「合宿型アイデア創出プログラム」、白河での起業に関心を持つ首都
圏在住者と起業アイデアの意見を出し合いながら交流を深める「首都圏オフライン交流会」などを実施した。

【ワークショップの様子】 【首都圏イベントの様子】

事 業 名 へる塩プロジェクト事業
決算額 523 千円
所管課 健康増進課

財源内訳 国県 184 市債 その他 一般 339

　本市には大学がないことから、大学生と地域の接点や、大学生と高校生の接点が少なく　、若者の視点がまちづくりに
活かされにくいという弱点がある。一方、本市には、歴史、文化、街なみ、農業、食などの地域資源が豊富に存在してい
る。このことから、大学のゼミが本市を研究のフィールドとして活用する場合の旅費、滞在費等の経費の一部を補助する
ことにより、市内での大学生の研究や活動を促進した。

　　実績：1件（大正大学チームしゅわしゅわ〔大正大学〕）
　　　　　 手話や障がいへの理解を広げるとともに、ろう者と聴者が交流
　　　　　 できる場所を作るため、イベント「手話カフェ」を開催し、66人
　　　　　 が参加した。
　　　　　 小学生から年配の方まで幅広い年代の方が手話で交流した。

事 業 名 地域プレーヤー創出・育成事業
決算額 13,365 千円
所管課 地域拠点整備室

財源内訳 国県 6,682 市債 その他 一般 6,683

事 業 名 まちラボ学生プロジェクト支援事業
決算額 74 千円
所管課 企画政策課

財源内訳 国県 37 市債 その他 一般 37

【手話カフェの様子】

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○対象者

○参加者数 1,013人（男性：372人、女性：641人）

○ポイント交換者数 （単位：人） ○ポイント交換内訳 （単位：件）

〇ポイント交換率

83.6％（令和3年度　78.5％）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（調査対象者）

①令和2年7月1日現在, 60～75歳の国民健康保険被保険者及び後期高齢者医療被保険者

②令和3年7月1日現在、60歳の国民健康保険被保険者及び77歳以上の後期高齢者医療被保険者

③令和4年7月1日現在、60歳の国民健康保険被保険者

○上記のうち要介護3以上、施設入所者等を除く、継続参加同意者について調査を実施

（調査票の発送と回収）令和4年11月～令和5年2月

〇発送数　　6,271通

〇回収数　　4,178通 （回収率　66.6％）

（分析及び今後の予定）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〇助成額

救急医療体制・周産期医療体制・小児医療体制・脳疾患医療体制の確保として、35,000千円を利用者割合で助成した。

加えて、令和3年、4年の2か年においては、50,000千円の追加分を助成した。

○助成額割合（利用者割合により算出）　　　　　　　　　　　　　　　　

【白河厚生総合病院】

87

85

86

矢吹町 6% 2,100千円 6% 3,000千円 5,100千円

那須町 3% 1,050千円 1,050千円

西郷村 17% 5,950千円 18% 9,000千円 14,950千円

泉崎村 6% 2,100千円 6% 3,000千円 5,100千円

中島村 4% 1,400千円 4% 2,000千円 3,400千円

　救急医療・周産期医療・小児救急医療体制を確保し地域住民が安心できる医療を提供するため、県南地域の基幹
病院である白河厚生総合病院に対し、白河市及び西白河郡４町村と那須町において運営費の助成を行った。白河厚
生総合病院は、白河消防本部搬送の50%以上の救急患者受け入れをしている。さらに県南地域で唯一NICU(新生児
集中治療室)を備えており、さらに周産期医療体制では専任医師や看護師を確保し、体制の充実を図っている。
　令和3年、4年の2か年においては、新型コロナウイルス感染症により特に影響を受けている小児・周産期診療維持の
ため白河市及び西白河郡４町村において追加助成を行っている。

助成金 35,000千円 50,000千円 85,000千円

割合 市町村分 割合 市町村分 合計

白河市 64% 22,400千円 66% 33,000千円 55,400千円

　高齢者の健康状態やQOL（生活の質）の実態を調査し、分析することで、高齢者の健康課題の抽出と、その課題に
あった保健指導方法の考案を行うため、高齢者の実態調査を行った。

〇白河総合診療アカデミーと京都大学が共同で実施し、見えてきた課題について市民向けに発信、及び保健指導に
活用していく。 更に、同意が得られた方へは調査を継続していく。

事 業 名 地域医療体制支援事業
決算額 55,400 千円
所管課 健康増進課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 55,400

5,000 512

合　計 847

事 業 名 白河QOL向上プロジェクト事業
決算額 1,223 千円
所管課 健康増進課

財源内訳 国県 市債 その他 959 一般 264

　市民の健康に対する意識の醸成と健康寿命の延伸を図るため、（株）タニタヘルスリンクの「タニタ健康プログラム」を
導入。活動量計やスマートフォン専用アプリで健康ポイントを管理。各種健診の受診や、教室・講演会への参加、市内
の「健康スポット」での血圧・体組成測定に健康ポイントを付与。獲得した健康ポイントに応じた特典（QUOカードか楽天
ポイント。最大5,000円分）が得られることで、より多くの市民が健康づくりに取り組む支援を行った。

18歳以上の市民

ポイント数 人　数 種　類 交換件数

2,000 101 QUOカード 712

3,000 140 楽天ポイント 135

4,000 94 合　計 847

事 業 名 健康ポイント事業
決算額 16,969 千円
所管課 健康増進課

財源内訳 国県 10,692 市債 その他 2,040 一般 4,237

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〇活動中の体操クラブ （単位：人）

（単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

令和４年度　巡回対象者数

ちりんこ号 延8,950人

すまいる号 延4,604人

サロン巡回実績

ちりんこ号 139カ所

すまいる号 33カ所

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

(単位：千円)

88
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90

白河地方広域市町村圏障害認定審査会分担金 498 0 0 0 498

事務費ほか 367 0 0 0 367

合　　　　　　計 63,656 16,445 8,222 0 38,989

点字奉仕員養成研修事業 60

相談支援事業 8,383 0 0 0 8,383

主治医意見書手数料 771 0 0 0 771

区分認定調査委託料 1,183 0 0 0 1,183

　障がいを持つ方が自立した社会生活や日常生活を営むことができるよう、地域の特性や利用者の状況に応じて、相
談支援や日常生活用具、日中活動の場などを提供した。（国1/2　県1/4　予算の範囲内補助）

事　　業　　内　　容 事業費 財源内訳
国 県 その他 一般財源

基幹相談支援センター等機能強化事業 11,201

16,445 8,222 0 27,787

成年後見制度利用支援事業 1,136

意思疎通支援事業 197

日常生活用具給付等事業 15,767

手話奉仕員養成研修事業 270

移動支援事業 10,501

地域活動支援センター機能強化事業 4,694

訪問入浴サービス事業 2,103

日中一時支援事業 5,999

点字・声の広報等発行事業 526

所管課 高齢福祉課
財源内訳 国県 市債 その他 一般 19,356

　2台の移動販売車両で、高齢者への安否確認と買い物支援を実施。
　定期的安否確認と買い物支援で「高齢者への楽しみの提供」や「孤立防止」「低栄養防止」等様々な効果につな
がった。
※[すまいる号」、「ちりんこ号」2台の業務委託料

【チラシ】 【販売の様子】

事 業 名 地域生活支援事業
決算額 63,656 千円
所管課 社会福祉課

財源内訳 国県 24,667 市債 その他 一般 38,989

報償費 介護事業報償 235 運動プログラム作成者による指導、理学療法士による体操評価ほか

旅費 旅費 26 講師旅費

需用費 消耗品費・印刷製本費 124 啓発ポスター印刷ほか

合　計 385

事 業 名 高齢者見守り生活支援事業
決算額 19,356 千円

第一区自治会 第一区 24

南湖らく楽体操クラブ 南湖 11

月見坂体操クラブ 栄町・蛇石 13

本町婦人会体操クラブ 本町 11

むつみ婦人会体操クラブ 久田野 13 【体操クラブ】

費　目 金額 備考

所管課 高齢福祉課
財源内訳 国県 385 市債 その他 一般 0

　 高齢者が、可能な限り要介護状態にならず健康でいきいきとした生活を送れるようにするため、高齢者の身近な場所
に、定期的かつ継続的に、筋力向上の運動が実施できる場所として、これまで4団体の体操クラブが創設され、令和4
年度に新たに2団体が加わり、現在6団体が活動している。
　運動の実施に際しては、理学療法士による効果の評価検証を定期的に行っており、参加者の身体状態の変化につ
いて聞取りを行った結果「生活機能全般」・「運動」・「閉じこもり」・「認知症」・「うつ」などに関する項目で改善が見られた
ほか、参加者の「健康感」においても上昇傾向がみられた。

名称 町内会名 登録者数

北真舟らく楽体操クラブ 北真舟 14

事 業 名 らく楽健康体操事業
決算額 385 千円

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]
〇ひきこもり相談支援センター運営業務及び就職氷河期世代ひきこもり対策推進事業

＜事業概要＞

〇相談窓口： 白河市ひきこもり相談支援センター 〇令和4年度相談実績

ＴＵＮＡＧ～つなぐ～ （1）相談件数

〇開設場所： 白河市中町18番地1 延べ1,353件（月あたり112.75件）

社会福祉法人優樹福祉会本部ビル3階 （2）相談方法

〇対象年齢： 年齢制限なし 来所227件、電話329件、訪問304件、メール等493件

〇開所日： 令和2年9月1日 （3）相談者

〇開設日時： 火曜日～土曜日（午前9時～午後6時） 本人751件、家族378件、関係機関428件、ほか24件

〇相談員： 2人体制 【相談があった対象者の属性】　　（単位：延べ件数）

〇利用料金： 無料

〇委託先： 社会福祉法人優樹福祉会

〇委託料： 8,832千円

〇若者居場所づくり事業

（白河市ユースプレイス自立支援事業）

＜事業概要＞

〇事業名： 若者居場所づくり事業 〇令和4年度実績

（白河市ユースプレイス自立支援事業） （1）利用者の登録状況

〇居場所名： ユースプレイス県南 ・登録者数： 49人 （うち男性23人、女性26人）

〇開設場所： 白河市高山西162-36 　　うち白河市： 23人 （うち男性9 人、女性14 人）

〇対象年齢： 概ね15歳～39歳 ・年齢： 最年少14歳、最年長50歳

〇開設日時： 週3回（水、金、土曜日）、午後1時～5時 　　うち白河市： 最年少21歳、最年長42歳

〇利用料金： 無料 （2）居場所の開設状況

〇委託先： アネシス学院株式会社 ・開催回数： 延べ211回

〇委託料： 1,641千円 ・利用者数： 延べ1,429人

〇その他： 近隣町村は委託先と個別に契約 （3）実施した主なプログラム

（東西しらかわ郡、古殿町、鏡石町等） 　個別相談、参加者交流、コミュニケーションスキルアップ

の企画、就労意欲を高めるプログラム、ボランティアなど

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

〈歳出決算内訳〉 （単位：千円）

（単位：人）
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計 119 4,252 1,301 5,553

【みらい子ども食堂】

みらい子ども食堂 天神町 12 193 145 338

しらかわ大信こども食堂 大信増見 12 458 142 600

しらかわ表郷こども食堂 表郷金山 12 203 88 291

たべまな 新白河 46 843 291 1,134 合　計 1,632

らふみーる 高山西 25 1,888 202 2,090

白河こども食堂 五番町川原 12 667 433 1,100

所管課 こども支援課
財源内訳 国県 450 市債 その他 990 一般 192

　様々な支援を必要とする子どもたちのために、地域での居場所（こども食堂）をつくり、食事・団らんの場の提供や学
習支援を行った。あわせて、自主的にこども食堂を運営している団体に対して、運営の継続を支援するため、経費の一
部を補助した。

〈事業実績〉 事業内容 事業費

名称 場所 開催回数
利用人数 委託料 720

子ども 大人 計 補助金 912

60歳以上 3 － - 3

不明 5 7 39 51

合計 752 463 39 1254

　ひきこもりやニートなど、他者とのコミュニケーションが苦手であったり、就労への意識が低かったりと、社会生活を営む
上で困難を抱える若者に対し、社会と個人をつなぐ居場所を提供し就労や進学など社会的な自立に向けた各種プログ
ラムを行った。

事 業 名 子どもの居場所づくり支援事業
決算額 1,632 千円

　ひきこもりに関する市の相談窓口として、民間委託によりワンストップ窓口「白河市ひきこもり相談支援センターＴＵＮＡ
Ｇ～つなぐ～」を運営し、チラシの全戸配布等の周知広報に努めながら、電話やメール、来所や訪問による相談支援を
実施し、関係機関と横断的な連携を図ることにより、要支援者の掘り起こしや相談者が抱える悩みや問題に応じた適切
な支援機関への案内・誘導を行った。また、主に就職氷河期世代をターゲットにＳＮＳによる相談支援の実施やオンライ
ン居場所づくりを実施した。

年代 男性 女性 不明 合計

20歳未満 206 105 - 311

20～39歳 257 237 - 494

40歳～59歳 281 114 - 395

事 業 名 ひきこもり自立支援事業
決算額 10,939 千円
所管課 社会福祉課

財源内訳 国県 6,526 市債 その他 一般 4,413
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[主な事業内容と成果]

〈地方バス路線維持対策事業費補助金〉 （単位：千円）

①

②

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○

○

〈こみねっと（市内循環バス）利用状況〉

〈歳　入〉

〇令和4年度福島県市町村生活交通対策事業運行費補助金　450千円

〇白河市生活交通バス回数券・定期券販売収入　243千円

　・回数券 　115千円

1,000円×115セット＝115,000円

　・定期券　70千円

6,000円（一般・一般・1箇月）× 3枚＝ 18,000円

17,100円（一般・一般・3箇月）× 2枚＝ 34,200円

3,000円（一般・障がい者等・1箇月）× 6枚＝ 18,000円

　・年間定期券（サポートパス） 58千円

19,500円×4枚＝78,000円-助成券使用20,000円＝58,000円

〇車内広告料収入　33千円

93
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合　計 18,659人 1,713便 17,647人 1,713便 36,306人 3,426便

平　均 1,555人 10.89人 1,471人 10.30人 3,026人 10.60人

R5

1月 1,280人 134便 9.55人 1,342人 134便 10.01人 2,622人 268便 9.78人

2月 1,484人 134便 11.07人 1,470人 134便 10.97人 2,954人 268便 11.02人

3月 1,705人 152便 11.22人 1,645人 152便 10.82人 3,350人 304便 11.02人

11月 1,593人 140便 11.38人 1,505人 140便 10.75人 3,098人 280便 11.06人

12月 1,517人 140便 10.84人 1,433人 140便 10.24人 2,950人 280便 10.54人

9月 1,543人 140便 11.02人 1,410人 140便 10.07人 2,953人 280便 10.55人

10月 1,655人 145便 11.41人 1,608人 145便 11.09人 3,263人 290便 11.25人

1,528人 145便 10.54人 1,463人 145便 10.09人 2,991人 290便 10.31人

8月 1,612人 152便 10.61人 1,456人 152便 9.58人 3,068人 304便 10.09人R4

4月 1,588人 145便 10.95人 1,479人 145便 10.20人 3,067人 290便 10.58人

5月 1,561人 134便 11.65人 1,340人 134便 10.00人 2,901人 268便 10.82人

6月 1,593人 152便 10.48人 1,496人 152便 9.84人 3,089人 304便 10.16人

7月

　公共施設、駅、病院、中心市街地、住宅団地、大型ショッピングセンターなどを結ぶ交通アクセスを確保し、交通弱者
等の利便性の向上や地域間交通の円滑化を図ることを目的に、　白河駅前を発着点として、公共施設等を巡回する2
ルート（中循環・南循環）で運行した。

循環バス運行費補助金 19,187千円

その他の経費 407千円

中循環（JRバス関東） 南循環（福島交通） 合計

利用者数 運行
便数 1便あたりの乗車人数 利用者数 運行
便数 1便あたりの乗車人数 利用者数 運行
便数 1便あたりの乗車人数

　買い物、通院、通勤、通学など、市民の日常生活に必要不可欠な移動手
段であるバス路線を確保し、まちづくり、市民の暮らし、広域的な交流を支
えるため、運行経費の補助を行い、路線の維持に努めた。

分　　類 補助金額

生活交通路線（1路線） 10,080千円 【福島交通バス】

市町村生活交通路線（15路線） 44,845千円

事 業 名 循環バス運行事業
決算額 19,594 千円
所管課 企画政策課

財源内訳 国県 450 市債 その他 276 一般 18,868

事 業 名 地方バス路線維持対策事業
決算額 54,925 千円
所管課 企画政策課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 54,925
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[主な事業内容と成果]

○地域内移動支援助成金

○印刷製本費　　　　

令和4年4月1日～令和5年3月31日

1,574人

188,880枚

101,240枚

○交付要件等

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○実証実験業務委託料

○消耗品費

○実績

登録者数：表郷及び旗宿地域　38人、大信地域　34人、東地域　43人、小田川地区　35人、大沼地区　20人

0

○事業概要

95

96

運 行 曜 日 月曜日及び金曜日 月曜日及び金曜日

対 象 地 域 表郷及び旗宿地域 大信地域 東地域

対 象 者 事前に利用登録された方

利 用 料 金 500円（小学生、障がい者250円）、未就学児無料

運 行 区 間 事前に登録を受けた自宅から指定目的地までの往復区間

運 行 曜 日 月曜日及び木曜日 火曜日及び金曜日

指 定 目 的 地 久田野駅、小田川郵便局、小田
川行政センター、千葉医院、り
彩あん、白河厚生総合病院、
ヨークベニマル白河横町店、白
河駅前バス停

久田野駅、久田野郵便局、大沼
行政センター、内藤歯科クリニッ
ク、すずき内科クリニック、白河市
産業プラザ人材育成センター、リ
オンドール結城店、ヨークベニマ
ル白河横町店、白河駅前バス停

運 行 事 業 者 光タクシー株式会社 白河観光交通株式会社

運 行 期 間 令和4年10月1日～令和5年3月31日 令和4年10月1日～令和5年3月31日

運 行 事 業 者 白河観光交通株式会社 白河観光交通株式会社 有限会社東タクシー

運 行 期 間 令和4年4月1日～令和5年3月31日 令和4年4月1日～令和5年3月31日 令和4年4月1日～令和5年3月31日

対 象 地 域 小田川地区 大沼地区

対 象 者 事前に利用登録された方

利 用 料 金 500円（小学生、障がい者250円）、未就学児無料

運 行 区 間 事前に登録を受けた自宅から指定目的地までの往復区間

月曜日及び金曜日
指 定 目 的 地 表郷庁舎、表郷クリニック、ビーライ

フうおいち、表郷郵便局、表郷公民
館、白河信用金庫表郷支店、JA東
西しらかわ表郷支店、磐城金山バス
停

大信庁舎前バス停、らくらく医院、国
井歯科医院

バス停（刈敷坂、道山、幼稚園入口、
大師山、旧道入口、東庁舎前及び釜の
子本町）、東風の台運動公園、
TAIRAYA白河東店

3月 2人 2便 2人 1便 95人 39便 19人 18便 2人 2便
合計 8人 6便 25人 17便 894人 324便 124人 112便 41人 33便

令和5年1月 0人 0便 0人 0便 88人 31便 20人 19便 8人 8便
2月 0人 0便 0人 0便 93人 35便 20人 17便 4人 4便

14人 13便 5人 5便
11月 0人 0便 0人 0便 64人 22便 21人 19便 7人 5便
12月 0人 0便 0人 0便 62人 22便 30人 26便 15人 9便

0便 2人 2便 66人 28便
9月 0人 0便 2人 2便 44人 18便

10月 6人 4便 12人 5便 74人 30便

令和4年4月 0人 0便 0人 0便 72人 21便
5月 0人 0便 0人 0便 81人 28便
6月 0人 0便 0人 0便 84人 27便
7月 0人 0便 7人 7便 71人 23便
8月 0人

　予約型乗合タクシーを活用した既存路線バスへの結節や同地域の中心地に
立地する公共施設、医療機関、金融機関等への移動需要などを確認し、地域
の実情に沿った効果的な移動手段を検討するため、予約型乗合タクシーの実
証実験を実施した。

4,628千円

46千円

【予約型乗合タクシー】

表郷及び旗宿地域 大信地域 東地域 小田川地区 大沼地区
延べ利用者数 運行便数 延べ利用者数 運行便数 延べ利用者数 運行便数 延べ利用者数 運行便数 延べ利用者数 運行便数

（2）　1回の乗車につき運賃の2分の1を助成（バスが上限5枚、タクシーが上限10枚まで使用可能）

事 業 名 予約型乗合タクシー実証実験事業
決算額 4,674 千円
所管課 企画政策課

財源内訳 国県 1,543 市債 その他 一般 3,131

　高齢者又は障がい者で運転免許証の交付を現に受けていない者の日常生活を支える移動手段を支援するとともに、
市内におけるバス及びタクシーの利用を推進するため、バス・タクシー助成券を交付した。

10,115千円

359千円

事 業 期 間

交 付 者

交 付 枚 数

利 用 枚 数

対 象 者 市内に在住し、運転免許証を保有していない者で、次のいずれかに該当する方

（1）　令和4年度末において75歳以上の方

（2）　障がい者手帳の交付を受けている方

対 象 経 費 市内の小売店、医療機関、公共施設、福祉施設、駅、バス停などに移動する場合に要するバス及びタ
クシー運賃

助 成 額 等 （1）　バス・タクシー共通助成券100円×120枚（1人12,000円分）

事 業 名 地域内移動支援事業
決算額 10,474 千円
所管課 企画政策課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 10,474

　



千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○建築基本設計委託料 33,887千円

○土木基本設計委託料 3,110千円

○地質調査業務委託料 11,336千円

○その他の経費 861千円

 　【ワークショップの様子】

事 業 名 複合施設整備事業
決算額 49,194 千円
所管課 地域拠点整備室

財源内訳 国県 市債 その他 一般 49,194

　 市民会館跡地に複合施設を整備するにあたり、市民意見を反映させ
るため、有識者や各種団体の代表等で構成する検討委員会、住民説
明会、ワークショップ等を開催し、複合施設の配置や平面計画など建
物の概略を示す「基本設計」を策定した。

  【複合施設　外観イメージ】
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